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Ⅰ　工事概要

1.工事名称

2.工事場所

3.敷地面積

4.工事種目

5.工事区分

6.工　　期

Ⅱ　建築工事仕様書

章 項　　目 特　記　事　項

１

一 

般 

共 

通 

事 

項

1 適用基準等 ◎ 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、総て建設(国土交通省)大臣官房営繕部監修の

下記による。

①公共建築工事標準仕様書(建築工事編)平成19年版(以下、「標仕」という)

②敷地調査共通仕様書(平成11年版)

③建築工事標準詳細図(平成17年版)

④建築鉄骨設計基準及び同解説(平成10年版)

⑤公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)平成19年版

⑦木造建築工事共通仕様書(平成16年版)

⑤公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)平成19年版

◎ 項目は　 印のついたものを適用する

◎ 請負代金の中間支払いについては、徳島県県土整備部営繕課作成の工程段階支払率による。

◎ 本工事のうち電気工事及び管工事について、下請業者を使用する場合は、工事の施工に十分な

能力と経験を有したものを選定すること。

◎ 設計図書の優先順位は、次の順とする。

(1) 質問回答書((2)から(5)に対するもの)

(2) 閲覧補足説明書

(3) 特記仕様書

(4) 図面

(5) 公共建築工事標準仕様書　平成19年版 等

◎ 施工条件は次による。

◎ 本工事で使用する建設機械は、(低振動型・低騒音型)とする。

◎ 請負者は、本工事の全部若しくは一部について、指名停止期間中の有資格業者と下請契約を

締結してはならない。

請負者は、本工事の一部を下請に付する場合には、徳島県内に主たる営業所を有するものの中

から優先して選定するように努めなければならない。

なお、徳島県内に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合は、県県内業者を選定し

ない理由を記した理由書を発注者に提出しなければならない。

◎

工事カルテの作成、登録◎

　請負者は、請負金額が2,500万円以上の工事については、工事実績情報サービス（CORINS）に

基づき受注、変更、竣工及び訂正時ごとに「工事カルテ」を作成し、「工事カルテ」の写しを

監督員に提出して内容の確認を受けた後、(財)日本建設情報総合センターにフロッピーディス

ク等により登録しなければならない。

登録は、受注時は契約締結後10日以内(ただし、土・日・祝日等は除く）登録内容変更時は変更

があった日から10日以内(ただし、土・日・祝日等は除く)完成時は工事完成後10日以内(ただし

土・日・祝日等は除く)訂正時は適宜とする。また、その都度センター発行の「工事カルテ受領

書」の写しを監督員に提出しなければならない。

　変更時登録については、請負金額、工期、主任(監理)技術者、現場代理人の変更があった場

合に登録を行うこと。なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を

省略できるものとする。

契約変更により請負金額が500万円以上2,500万円未満となった場合は、登録を削除し、新たに

500万円以上2,500万円未満工事として、変更契約時の工事内容を受注時として登録すること。

本工事が、低入札価格制度の調査基準価格を下回って落札した場合において、施工体制台帳の

内容についての重点的なヒアリングを発注者から求められたときには、請負者の代表者、支店

長、営業所長等(以下「請負者」という)は応じなければならない。

◎

また、施工計画書の内容についての重点的なﾋｱﾘﾝｸﾞを発注者から求められた場合には、請負者は

応じなければならない。

暴力団等からの不当要求又は工事妨害(以下「不当介入という)の排除について◎

1)請負者は、受注工事に関し、暴力団等から不当介入を受けた場合((2)に規定する場合は、

  下請負人から報告があったとき)には、その旨を直ちに発注者に報告するとともに、併せて

　所轄の警察署に届け出ること。

2)請負者は、受注工事の一部について、他の建設業者に下請負させた場合においては、当該

　下請負工事の施工に関し、下請負人が暴力団等からの不当介入を受けたときは、請負者に

　その旨を報告することを義務付けること。

3)請負者は、発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じること。

4)請負者は、排除対策を講じたにもかかわらず、工期に遅れが生じるおそれがある場合には、

　発注者と工程に関する協議を行うこと。

5)請負者は、発注者と工程に関する協議を行った結果、工期に遅れが生じると認められた場合

　は、徳島県公共工事標準請負約款(以下「約款」という)第２１条の規定により、発注者に工

　期延長の請求を行うこと。

6)請負者は、暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は、その旨を直ちに報告し、被害

  届を速やかに所轄の警察署に提出すること。請負者は、当該被害により、工期に遅れが生じ

  るおそれがある場合は、発注者と工程に関する協議を行うこと。その結果、工期に遅れが生

　じると認められた場合は、請負者は約款第21条の規定により、発注者に工期延長の請求を行

　うこと。

施工に先立ち、実施工程表、工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書

を作成し、監督員に提出すること。

施工図、現寸図、見本等は、監督員の指示により、速やかに監督員に提出すること。

工事関係図書及び監督員から指示された事項等については、施工に携わる下請負人にも十分

◎

◎

周知徹底すること。

◎

工事現場には、営繕課指定の工事標識を監督員の指示に従って見やすい場所に設けること。

工事現場における現場代理人、監理技術者、主任技術者の確認のため、名札を着用すること。

◎

◎

工事現場の安全衛生管理については、労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。◎

電気保安技術者は、次の者とする。

・当該工事における電気工作物の工事を行うに当たり必要な電気主任技術者

・監督員の承諾を受けた者

◎

工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、建築基準法、労働安全衛生法、騒音規制法、振動規

制法、大気汚染防止法、建設工事公衆災害防止対策要綱(平成5年1月12日建設省建経発第1号)

◎

建設副産物適正処理推進要綱(平成5年1月12日建設省建経発第3号)その他関係法令に従い適切

に処理すること。

道路及び周辺の土地、家屋、工作物等を損傷しないよう必要な予防処置を行うこと。損傷を与

えた場合は、請負業者の負担で、その都度補修又は補償すること。

◎

元請け業者は、過積載による違法通行の防止に関し、特に次の事項について留意し、下請け業

者を指導すること。

◎

・積載重量制限を越えた土砂等の積込みは行わないこと

・さし枠装備車、不表示車は使用しないこと

・過積載車両、さし枠装備車、不表示車から土砂等の引き渡しを受けないこと

・建設発生土の処理及び骨材の購入に当たっては、下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当

  に害さないこと

・過積載による違法通行により、逮捕または起訴された建設業者は、指名停止措置を講ずる

　場合がある

工事車両の駐車場所及び資材置場は図示による。◎

発生材の処理等は、次により適正に行う。◎

1)工事による発生材のうち、文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については、

　報告及び引き渡しを要する。

2)上記以外の発生材は、再生資源の利用の促進に関する再生資源の利用の促進に関する法律、

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副産物適正処理推進要綱、建設工事に係る資材の

　再資源化等に関する法律その他関係法令等に従い処理すること。

　図書に表示のないものについては、監督員(契約書に規定する監督員をいい、標仕の規定に

　よる場合は監督職員と読み替える、以下同じ)に報告し指示を仰ぐこと。

3)撤去物の種類、規模、構造、撤去方法、養生方法、発生材の処分場を記載する。

　・産業廃棄物の種類ごとに下記を指定する。

　なお、諸般の事情により上記の事業所で処分できない場合は、他の許可業者であれば処分し

　ても差し支えないが、増額変更の対象とはしない。

　また、ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｱｽﾌｧﾙﾄ類の搬出先については、中間処理施設のみとする。木材については、

  50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。

4)再生資源の利用の促進を図るため、工事着手時に、県の指定する「再生資源利用(促進)計画

　書」を、また工事完了時に「再生資源利用(促進)実施書」を作成し、監督員に提出すること。

2 工事関係図書

◎3 工事現場管理

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの及び同等以上のものとする。ただし、◎4 材料製品等

同等品以上のものとする場合は監督員の承諾を受ける。

なお、「評価名簿による」と記載されているものは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建

築材料等評価名簿(平成21年版)」記載品を指すものとする。

また、メーカーを2社以上記載してあるものは、参照図面と異なっていても、採用メーカーの

仕様とする。

公共建築工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の仕様・工法は、監督員の承諾を受け◎◎

本工事に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、◎◎5 化学物質を発散する
建築材料等

次の1)から5)を満たすものとする。

1)合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木

　質建材、ﾕﾘｱ樹脂板及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が極めて少ないも

　のとする。

2)保温材、緩衝材、断熱材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極めて少ないも

  のとする。

3)接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない揮発性の可塑剤を使用し、

　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ないも

　のとする。

4)塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものと

　する。

5)1)、3)及び4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ﾎﾙ

ﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

6 施　　工 工事現場監督員は常駐できないので、疑問な点、その他打合せ決定を要する事項は、監督員の

出向いた時、又は営繕課へ問い合わせ、工事に遺漏のないようにすること。

◎◎

本工事の施工にあたっては、各工事にかかる当該業種の１級及び２級技能士の有資格者をつと

めて活用すること。

◎◎

なお、活用した場合は、工事竣工時に営繕課指定様式にて監督員に報告すること。

施工にあたっては、設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合は、

工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので、注意して施工すること。

◎◎

手直し工事は、請負業者の責任において実施し、それに要する費用は請負業者の負担とする。

他工事との取合区分◎◎

項　目 建築工事 電気工事 空調工事 管工事 その他

梁、壁、床ｽﾘｰﾌﾞ入れ

　同上穴埋補修

ｽﾘｰﾌﾞ開口補強

　同上(ﾘﾝﾌﾞﾚﾝ)

床、天井点検口

  同上切込及び開口補強

衛生器具取付のﾌﾞﾛｯｸ壁

縦樋(最寄会所まで)

盤、便器の箱入れ

　同上補強

給排気ガラリ取付

空調機器の基礎工事

空洞部分のﾓﾙﾀﾙ埋め

設備機器天井開口墨出

7 工事検査及び
技術検査

設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時、報告書を提出し、監督員の◎◎

検査等を受け、承諾を受けて次の工程に進むこと。

試験等によらなければ、確認できない工事（製品）については、試験等計画書(施工計画書に◎◎

記載)を提出し、監督員の承諾を受け試験を行い、その結果を報告し承認を得ること。

工事写真の撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」によること。◎◎

記載)を提出し、監督員の承諾を受け試験を行い、その結果を報告し承認を得ること。

工事写真の撮影は、着工前・工事中(各工事毎の工程)及び竣工写真とし、営繕課指定の様式◎◎

部　数区　分

1部着工前

サイズ

カラー、手札版又はサービスサイズ

1部工事中 カラー、手札版又はサービスサイズ

1部竣　工 カラー、手札版又はサービスサイズ

工事完成撮影は、専門家に( ・ よる　・ よらない)ものとする。◎◎

竣工時、請負業者は、監督員の指示により、竣工図(製本3部)、ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ(１部)及び保全に◎◎

竣工図は関係図面(原図貸与)を修正して作成すること。

関する資料を提出すること。竣工図は(A3版1部・原図版2部)とする。
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徳島市北矢三町2-1-1

29,715.17㎡

改築

て、当該製品の仕様及び指定工法による。

工事時間：午前8時～午後5時

周辺道路の通行状況を悪化させないこと。

敷地周辺道路は通学路となっており、登下校の時間帯には工事車両の通行に際して生徒の

安全性確保に充分配慮すること。

大型車両による資材、コンクリート等の搬出入については、周辺に周知する掲示を行うこと。

工事用排水は徳島市下水道事務所他、関連各署と協議を行い適切に処理すること。

工事に際して、徳島科学技術高校と安全性の確保等について充分に協議を行うこと。

また、工事用排水に利用する排水溝等は定期的に清掃を行い、滞留等の発生がないよう

配慮すること。

同時期に行われる関連工事が互いに円滑に進捗するよう、監督員、工事関係者と充分な協議、

調整を行うこと。

歩道切下工事に際しては、着工前に所轄警察署と協議を行うこと。

で提出すること。

種　　　類 処分許可業者の会社名 所在地 運搬距離 処分費 単　位
（処分区分） 処分地 （ｋｍ）（円）税込(ｔ,ｍ3)

コンクリート

（中間処分）

コンクリート

（中間処分）

アスファルト
（中間処分）

金属

木材

廃プラスチック

四国リサイクル（株）

三木資源（株）

阿波総合建設（株）

四国リサイクル（株）

四国リサイクル（株）

石井町石井字白鳥３６９－１

石井町高川原字高川原１６９６－１

石井町石井字白鳥３６９－１

石井町高川原字高川原１６９６－１

石井町石井字白鳥３６９－１
石井町高川原字高川原１６９６－１

徳島市昭和町８丁目27番地

藍住町住吉字藤の木８５－１
阿波町字東長峰５３２－１

　　7.0 　　 700　　ｔ

　　7.0 　　 900　　ｔ

　　7.0 　　 800　　ｔ

　  7.2   10,000　  m3

　 37.4 　14,000　　ｔ

バンドウクリエート（株） 徳島市入田町月の宮７４－２

徳島市入田町月の宮８番地１
　 10.3 　19,040　　ｔ

徳島市昭和町８丁目27番地

汚泥 宮崎基礎建設（株） 鳴門市大麻町三俣字津久田６１番地１ 　  8.6 　12,000　　ｔ

鳴門市大麻町三俣字津久田４-１

石膏ボード 東條商事（株） 板野町矢武字南川窪43-1 　 12.6 　20,000　　ｔ

板野町犬伏字西浦谷11-2-14他

（無筋）

（有筋）

ガラス 松浦開発興業(株） 板野町大寺字岡ノ前155-3

鳴門市撫養町木津時イケヤ谷1449-1-16

14.8 1,500 　  m3

(章番号に○印のあるものを適用）

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.
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9 火災保険 ◎ 対象物

工事目的物及び検査済材料（支給材料を含む）について付保すること。

付保除外工事

次に掲げる単独工事については、付保を除外できる。

1)杭及び基礎工事

2)コンクリート躯体工事

4)その他実情を判断の上、必要がないと認めた場合(外壁補修工事等)

3)屋外付帯工事

請負者は、請負金額が200万円以上の工事については、施工体制台帳・再下請負通知書・施工

体系図(以下、「施工体制台帳」という)を自らの責任において作成・保存を行わなければなら

ない。

請負者は、施工体制台帳を工事現場に備えなければならない。また、各下請負者の施工分担関

請負者は、施工体制台帳を契約後１４日以内に監督員に提出しなければならない。また、施工

体制台帳の内容が変更になった場合は、変更日から５日以内に監督員に変更した施工体制台帳

ばならない。

はこの限りではない。

請負者は、再下請負通知書を提出する旨の書面を、工事現場の工事関係者が見やすい場所に掲

を提出し確認を受けなければならない。ただし、提出日については、監督員の承諾を得た場合

請負者は、別添の「現場代理人及び主任技術者等選任通知書」(以下「選任通知書」という)を

以下の通り提出しなければならない。

示すること。

建物の用途により以下の物質の室内濃度を測定すること。◎

・学校の場合‥ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ・ｽﾁﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

・学校以外の場合‥ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｽﾁﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器を用いて、次の要領で測定を行う。

①30分間換気

　測定対象室のすべての窓及び扉(造り付け家具、押入等の収納部分の扉を含む)を開放し、

　30分換気する。

②5時間閉鎖

  ①の後、測定対象室の全ての窓及び扉を5時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押入等

  の収納部分は解放したままとする。

③測定

  イ.②の状態のままで測定する。

  ロ.測定時間は、原則として24時間とする。ただし、工程等の都合により、24時間測定が

     なお、8時間測定の場合は、午後2時～3時が測定時間の中央となるよう、10時30分～

     18時30分までの時間帯で測定する。

  ハ.測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

着工に先立ち、敷地境界、既存構造物及び地下埋設物の確認、近隣建築物及び工作物の現状確

認、排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと。

◎

設計GLの設定は、KBM( T.P.=2.875 )を±0とし、設計GLはKBM+( 300 )mmとする。

但し、監督員の指示により決定する。

◎

仮設機材及び経年仮設機材の使用については、労働安全衛生法に基づく構造規格、◎

(社)仮設工業会の認定基準及び厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく

(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録工場及び指定工場等の活用に努める

とともに、前記規格等に定めるもの以外の使用に当たっては請負業者により強度等

外部足場(　種類：枠組足場、仕様：2枚板、D=900、シ－ト仕様：ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ JIS2類　)

・壁つなぎ間隔(水平方向:8ｍ以下、鉛直方向:9ｍ以下)

◎

・手すり先行型足場を（ ・採用する　・採用しない ）

・手すり先行型足場を採用する場合は「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚

  生労働省　平成１５年４月）により、設置については同ガイドラインに基づく働き

  えられた手すり先行専用足場とするか、または改善措置機材を用いて手すり先行専

　用足場型ろ同等の機能を確保するものとする。

仮囲い　( 仕様：成型鋼板　H=3000　L=図示　)◎

ゲ－ト  ( 有 、 無 、仕様：ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ W6400×H4500 )◎

その他（ 　　　　　　　　                       ）

◎1 敷地状況の確認 周辺の状況、土質、地下水の状態等に適した工法を採用し、工事中の異常沈下、法面の滑動、◎◎1 根切り

その他による災害が発生しないよう、災害防止上必要な処置をすること。

にすること。

4 地均し 建物の周囲、幅２ｍ程度を、水はけよく地均しを行う。◎◎

後、仕上げ面を一様になじみ起こしをして、良質土をまきかけ、歩行に耐えうる程度に締め固

旧校舎解体工区内に敷均しとする。◎◎

民間の残土処分場等へ搬出する場合は「徳島県生活環境保全条例」によること。

6 山止め

吉 井 和 男
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◎

付帯する時期及び金額

鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に、木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に、

◎

請負金額相当額を付保する。また、模様替え工事等については、工事着手時に請負金額相当額

を付保する。

保険終期

工事完成期日に１４日を加えた期日とする。

◎

なお、工事延伸した場合には、保険の期間も延長すること。

その他

1)建設工事保険に付保した場合は、火災保険に付保したものとみなす。

◎

2)付保する時期以降に出来高払いを行う場合は、請負者は保険契約の証券の写しを出来高払い

　の書類に添付すること

10 履行ボンド ◎ この工事は、契約に当たり従来の工事完成保証人の代わりに、次の契約を行ってください。

1)契約保証の種類

　①契約保証金の納付

　②銀行等の金融機関保証

　③前払保証事業会社の保証

　④公共工事履行保証証券（履行ボンド）による保証

　⑤履行保証保険（定額てん補方式）契約の締結

上記５種類のうち、１つを選択すること。

２種類以上の組み合わせはできない。

2)保証の額

　①工事請負代金額（消費税込み）が10億円以上の工事の場合又は低入札調査基準価格を下回

　　る価格で契約締結する場合は工事請負代金額(消費税込み)の10分の3以上

　②①以外の工事の場合は工事請負代金額(消費税込み)の10分の1以上

3)契約締結日

　落札決定後、７日（入札日を含む）以内に契約締結できなければ、原則的に落札は無効と

　なります。

　なお、金融機関等の保証契約を締結するためには、数日間の事前調査期間が必要であるので、

　入札前の早い時期に審査申し込みをしておいてください。場合によっては、７日以内に保証

　契約ができない場合があります。

11 公共事業労務調査

に対する協力

◎ 本工事が、公共事業労務費調査の対象工事となった場合は、請負者は、調査票等に必要事項を

正確に記入し調査団体に提出する等、必要な協力を行わなければならない。また、本工事の工

期経過後においても、同様とする。

◎ 調査票等を提出した事業者を調査団体が事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合、

請負者は、その実施に協力しなければならない。また、本工事の工期経過後においても、同様

とする。

◎ 公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、請負者は、

労働基準法等に従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等日頃より使用し

ている現場労働者の賃金時間管理を適切に行っておかなければならない。

◎ 請負者が本工事の一部について下請契約を締結する場合には請負者は、当該下請工事の受注者

(当該下請工事の一部に係る二次以降の下請人を含む)が前３項と同様の義務を負う旨を定めな

ければならない。

12 施工体制台帳の提出 ◎

◎

係を表示した施工体系図を工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲示しなけれ

◎

◎

13 現場代理人及び

主任技術者等

◎

請負金額(税込) 選任通知書提出期限

2,500万円以上の工事(建築一式は5,000万円) 入札後契約前に契約担当者に提出する

2,500万円未満の工事(建築一式は5,000万円) 契約後7日以内に監督員に提出する

選任通知書の内容が変更になった場合は、変更日から５日以内に監督員に提出する。

なお請負金額(税込み)が2,500万円(建築一式工事は5,000万円)以上の公共工事における専任の

主任技術者(監理技術者含む)は、入札日以前に請負者と３か月以上の雇用関係があること。

採取器具は請負業者にて用意すること。

     行えない場合は、8時間測定とする。

２

仮 

設 

工 

事

の確認されたものを使用すること。

2 ベンチマーク

3 足場等

内部足場（種類：架台足場、棚足場）◎

ガードフェンス　( L=図示 )◎

足場等の設置業者は、別契約の関係請負業者に無償で使用させること。◎

監督員事務所は　・設ける(面積　100㎡程度)　　・設けない◎4 監督員事務所

監督員事務所の備品等は監督員の指示を受けて設置すること。◎

既存電力利用(・出来る　・出来ない)、電力料金(・有償　・無償)◎5 工事用用水、電力等

既存用水利用(・出来る　・出来ない)、用水料金(・有償　・無償)◎

ただし、施設管理者と協議すること。

警備員法に基づく警備員を下記の日数配置すること。◎6 警備員等

仮囲い化粧(図示)◎7 イメージアップ工事

同用地は、工事敷地内に設けること、なお、他工事との取合等に留意すること。◎8 工事車両用駐車場

現場事務所用地等

３

土 

工 

事
敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し支障がないようにすること。◎◎

根切り底は、地盤をかく乱しないよう、手作業(深さ３０㎝程度)とするか、バケットに特殊◎◎

アタッチメントを取りつけた機械堀りとする。なお、かく乱した場合は、自然地盤と同等以

上の強度となるように適切な処置を定め、監督職員の承諾を受ける。

工事に支障を及ぼす雨水、わき水等は、適正な排水溝、集水ます等を設置し、支障がないよう◎◎2 排水

3 埋戻し土及び盛土 使用土は(・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種)とし、機器により締め固めること。◎◎

余盛りは、土質に応じ監督員と協議の上、余盛り高さを決定すること。◎◎

5 建設発生土の処理

地均しは、均しを行う地表面の不陸を修正し、草木の除去及び清掃をして、一様にかき均した◎◎

める。

場外搬出の場合の処理は次のとおりとする。◎◎

処分地までの距離　８ｋｍ

法面施工の場合  ・素堀り　・多段式◎◎

14

④採取機器の提出

　測定後、測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を監督員に提出すること。

外構工事

警備員配置日数

残土を処分する場合は、900㎡に1ヶ所土質調査を行うこと。◎◎

調査項目は「徳島県生活環境保全条例第58条」による。

但し、現場にて埋戻土が仮置可能である場合は設計変更対応とする。

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.

60日分



1 一般事項 ◎ 試験杭の位置及び本数は次のとおりとする。

位置(　図示　　　)　　本数(　　6箇所　　　)

掘削孔の側壁の確認を行う装置を使用（・する　・しない）

工法名(　　　　　　　　　　　　　　　　)

場所打ちコンクリート杭

杭の載荷試験は（・鉛直　・水平）載荷試験とし、載荷荷重は（　　　）とする。

また、試験位置は図示のとおりとする。

柱、梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、標仕表5.3.3の数値に10㎜を加えた数値を標準

とする。

◎

目地がある場合のかぶりは、目地底からの寸法とする。◎

◎4 鉄筋のかぶり厚さ

・規格はJISG3302により、鋼鈑厚0.4㎜以上、めっき付着量80g/㎡以上とする。

スリーブの材種( 硬質塩化ビニル管      )◎◎

7 無筋コンクリート 無筋コンクリ－トは、次の場合に適用する。◎◎

・捨コンクリ－ト

セメントは、(高炉セメントB種・普通ボルトランドセメントに標仕6.13.2(b)(2)の混和材を

吉 井 和 男

特記仕様書　その３149681

2006181

A005

3 支持力及び ◎

4 載荷試験

コンクリート強度の補正がある場合は、この値に、さらに補正値を加えるものとする。

工事開始に先立ち、工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。◎◎4 製造工場の選定

5 型　枠 型枠は､(・メッシュ　・合板　・金属製　・樹脂系　・打込型枠　・ﾌﾞﾛｯｸ）とする。◎◎

6 寒中コンクリート

メッシュ型枠の規格は次による。◎◎

・コンクリートのスランプは( 15 )㎝とする。

適用（・する　・しない）

適用箇所：◎◎

最小断面寸法が壁状部材で80㎝上、マット状部材及び柱状部材で100㎝以上のものに適用する。

４

地 

業 

工 

事

◎ 種類は（・鋼管杭　・Ｈ形鋼杭）とし、ＪＩＳ規格品とする。2 鋼杭仕様

規格名称

規格番号

種類の記号

鋼管杭

JIS A 5525

SKK400,SKK490

工法

・打ち込み工法　　　　：プレボ－リング掘削長さＧＬ－  ｍ　オーガー径　　　　㎜

◎

・特定埋込杭工法　    ：建築基準法による。

先端部の形状は（・開放形　・半開放形　・閉塞形　・翼（羽根）付き）とし、補強は、◎

鋼管ぐいの現場継手の形状は、特記による。◎

杭頭処理は定規を用い、ガス切断により、水平かつ平滑に仕上げる。◎

溶接部の確認は、標仕7.6.10により行い、確認結果の記録を監督職員に提出し、標仕7.6.12に◎

より補修を行う。

支持地盤の確認

支持層の確認は、掘削した土砂を確認し、監督員の承認を受けること。

拡底杭は、(財)日本建築センタ－の評価工法とする。

工　法 設計支持力 支持力の算定方法又は確認方法

セメントミルク工法

特定埋込工法

打込み工法

地盤の平板載荷試験（載荷荷重　　　）は（・行う　・行わない）

また、試験位置は図示のとおりとする。

材料は、市場品とする。5 砂利・砂・割り石及び ◎

捨コンクリート地業等

砂利及び砂地業◎

・厚さが300mmを越える場合は、300mmごとに締固めを行う。

・砂利は、（・切込砂利　・切込砕石　・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ）とする。

切込砂利

種　別 使用部位 厚　さ 粒度範囲

切込砕石

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

・締固めは、ランマ－３回突き、振動コンパクタ－２回締め又は振動ローラー締めとする。締

固めによる凹凸は目つぶし砂利で上均しをする。

割り石地業

・割り石の敷並べは、原則として、１層とし、大きな隙間のないように行う。また、敷並べ後、

  目つぶし砂利を充填し、締め固める。

・締固めは、ランマ－３回突き、振動コンパクタ－２回締め又は振動ロ－ラ－締めとする。締

  固めによる凹凸は目つぶし砂利で上均しをする。

締め固め機械の選定に当たっては、地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること。◎

捨コンクリ－トは、無筋コンクリ－ト(スランプ15㎝、設計基準強度18N／㎜2）とし、◎

厚さは、50㎜とする。

床下防湿層は、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚さ0.15㎜以上、重ね合せ及び基礎梁際ののみ込みは250㎜、断熱◎

材のある場合ののみ込みは400㎜以上とする。

防湿層の位置は、土間スラブの直下とする。ただし、断熱材がある場合は、◎

断熱材の直下とする。

1 材料５

鉄 

筋 

工 

事

規格番号 規格名称 種類の記号 径(㎜)

JIS G 3112

JIS G 3551

－ 建築基準法の規定に基づき

鉄筋コンクリート用棒鋼

認定を受けた鉄筋
－

溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：
寸法：　　　　　　径：

2 材料試験 材料試験は行わない。◎

ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

3 加工及び組立 鉄筋の継手は(・重ね継手　・ガス圧接継手　・特殊継手)とする。◎

結束線の端部は内側に折り曲げる。◎

柱、梁の主筋は、ガス圧接継手とする。◎

先組み工法の柱、梁の主筋の継手は同一箇所としてもよい。◎

スラブのスペーサーは鋼製を原則とし、他の箇所についても材種等について監督員の承諾を◎

得ること。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

及び間隔

杭基礎の場合のかぶりの厚さは、杭天端からとする。◎

形の種別は構造図による。◎5 帯　筋

補強形式：鉄筋コンクリート構造配筋基準による。◎6 梁貫通孔補強

梁貫通補強に建設技術評価規定に基づく評価品を使用する場合は、それぞれの部分について◎

7 ガス圧接

メーカーの構造計算書を提出し、監督員の承諾を得ること。

圧接技量資格者は、工事に相応したJIS Z3881(ガス圧接技術検定にける試験方法及び判定基準)◎

による技量を有する者とする。

検査は、外観検査及び(・引張試験　・超音波探傷試験)による。◎

切取り部分の継手は(・圧接　・重ね継手)とする。◎

8 配筋検査 主要な配筋は、コンクリート打込みに先立ち、数量、かぶり、間隔、位置等について、監督職◎

員の検査を受ける。

1 一般事項６

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

設計基準強度◎

設計基準強度
F(N/㎜ )

スランプ
(cm) 最大寸法

(㎜)

強度試験の
有無2

粗骨材の
種別 容積質量

(t/m )

気乾単位
適用箇所

3

2 コンクリートの仕上り コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は、標仕表6.2.2による。◎

合板せき板を用いる打放し上げの種別は（・A　・B　・C）種とする。◎

コンクリートの仕上がりの平たんさは標仕表6.2.4による。◎

3 普通コンクリート セメントの種類は、普通ポルトランドセメント、又は混合セメントのA種とする。◎

骨材は、標仕6.3.3による。◎

細骨材としてフェロニッケルスラグ使用（・できる　・できない）◎

細骨材に含まれる塩化物量は、NaCl換算で0.04%以下とする。◎

構造体コンクリートの調合強度は、設計基準強度に3N/㎜ 加えた値とする。なお、気温による◎ 2

コンクリ－ト中の塩化物量は､0.30kg/m 以下とし、試験方法は標仕6.10.3による。◎

試練りは（・行う　・行わない）◎

所要空気量は4.5%±1.5%とする。◎

3

請負者は、コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため、次の３つの対策◎

の中のいずれか１つについて確認をとらなければならない。

1)コンクリート中のアルカリ総量の抑制

　アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート1m に含まれるア

　ルカリ総量をNa20換算で3.0kg以下にする。

3

2)抑制効果のある混合セメント等の使用

  JIS R 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［B種またはC種］あるいはJIS Ｒ 5213

  フライアッシュセメントに適合するフライアッシュセメント［B種またはC種］、もしくは

  混和材をポルトランドセメントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認され

  たものを使用する。

3)安全と認められる骨材の使用

　骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法またはモルタルバー法)の結果で無害と確認された

　骨材を使用する。試験方法は、JIS Ａ 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(化学法)

　またはJIS A 5308(レディミクストコンクリート)の付属書７「骨材のアルカリシリカ反応性

　試験方法(化学法)」、JIS A 1146骨材のアルカリシリカ反応性試験方法(モルタルバー法)ま

　たはJIS A 5308(レディミクストコンクリート)の付属書８「骨材のアルカリシリカ反応性試

　験方法(モルタルバー法)」による。

材　質 適用箇所塗装の有無仕上の種別型枠の種別

有A種6.9.3(b)(1)

無B種6.9.3(b)(2)

C種6.9.3(b)(2)

普通型枠6.9.3(b)(2)

－メッシュ型枠

無

無

無

・コンクリートの増打ちは( 0 )㎜とする。

打ち放し仕上げの打ち増し厚さは図示による。◎◎

誘発目地の位置、形状及び寸法は図示による。◎◎

適用期間：

強度管理の材齢は、（　　）日とする。

初期養生を行う期間は、コンクリ－トの圧縮強度が5N/㎜ に達するまでとする。2

・補強筋を必要としないコンクリート

8 マスコンクリート

混合したもの)とする。

スランプは　　　　㎝とする。

・大臣認定工法　    回転貫入（圧入）杭工法

メーカー仕様による。

図示

SD295A

SD345

SD390

D10～D16

D19～D29

D32

24 18 20 有 普通 2.3

15 20 有 2.3

27 18 20 有 普通 2.3

30 18 20 有 普通 2.3

24

15 20 有 2.3

27 15 20 有 2.3

2.3

21 普通

普通

普通

但し、基礎・地中梁・１階床スラブ、デッキスラブは、高炉B種とする。

１期
5階柱以上

１期
1階柱～4階床

外構

図示 RC-40

地中部（ピット内壁を除く）

ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱ  他図示

外装吹付材、EP　他図示

その他

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.



1 一般事項 ◎ 製作工場は、国土交通大臣の認定による(　　　　)グレ－ド工場とし、その証明となる資料を

監督職員に提出する。

鉄骨製作工場には施工管理技術者を(・置く　・置かなくともよい)

溶接作業は、工場作業を原則とする。ただし、やむを得ない場合は監督員の承諾を得ること。

押出成形セメント板は、JIS A 5441規格品とする。◎◎2 押出成型セメント板

タイルの製造所：床ﾀｲﾙA：TOTO「ｺﾝｹｰﾄ300」,INAX「ﾋﾟｱﾂｧOX」,ﾀﾞﾝﾄｰ「ｸﾞﾗﾆｵﾝ」◎◎

吉 井 和 男
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◎

3 材料試験

レール　　　　　　

◎ トルシア形高力ボルトは、製品に対する製造管理方法及び品質管理試験の結果を、監督員に提

出し承諾を受けること。

◎ 板厚方向の引張試験を(・行う　・行わない)

7 溶接接合 ◎

4 ｳﾚﾀﾝ樹脂塗膜防水

1 陶磁器質タイル張り

７

鉄 

骨 

工 

事

◎ 構造用アンカーボルトの材質は(・SNR400　・SS400)とする。

普通ボルト及びナットの材質はJISB1180及びJISB1181とする。◎

溶接材料は母材の種類、寸法及び溶接条件に相応したもので製作工場の通常使用のものとする。◎

◎ JIS規格品は、材料試験は行わない。ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること。

◎ 床書き現寸図は作成(・する　・しない)

開先の形状は溶接規準図による。◎

見隠れとなるエンドタブで疲労応力を受ける部分、又は配筋上支障となる部分は、5～10㎜を◎

デッキプレ－トを鉄骨部材に溶接する工法は、次による。

（焼抜き栓溶接）

◎

素地ごしらえは、標仕表18.2.2(・A　・B  ・C)種とする。

8 スタッド溶接及び

◎

デッキプレート溶接

塗料種別◎

ボルトには、二重ナットなどにより戻止めを行う。ただし、胴縁、母屋類は除く。◎

又、ボルト締め後のネジ山は、３山以上出るようにする。

形鋼、鋼板類の亜鉛めっきは、共仕表14.2.2 A種とする。◎

８

ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板

1 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁

風速：Vo=36m/s　　租度区分：Ⅲ◎

製造所：ﾉｻﾞﾜ「アスロック」,三菱ﾏﾃﾘｱﾙ「三菱ﾒｰｽ」◎

シ－リング材は、JIS A5758 の規格品とする。◎

外部に面するシーリング材は、施工に先立ち(・ 簡易接着性試験　・ 引張接着性試験)を行う。◎

見本焼を(・行う　・行わない)◎◎

保水材の混入量は、実績等の資料を提出したうえで、監督員の承認を得ること。◎◎

工事現場には、鉄骨製作工場名等を記載した板(30～35×45㎝)(H.4.9.30住指発第347号)を◎

掲示すること。

鋼材は次による。◎

規格番号 規格名称等 種類の記号 使用箇所

JIS G3101 一般構造用圧延鋼材 SS400,SS490,SS540

JIS G 3106 溶接構造用圧延鋼材 SM400A,B,C,SM490A,B,C

JIS G 3114 溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材

JIS G 3136 建築構造用圧延鋼材 SN400A,B,C,SN490B,C

JIS G 3138 建築構造用圧延棒鋼 SNR400A,B,SNR490B

JIS G 3350 一般構造用軽量型鋼 SSC400

JIS G 3353 一般構造用溶接軽量H型鋼 SWH400

JIS G 3444 一般構造用炭素鋼管 STK400,STK490

JIS G 3466 一般構造用角形鋼管 STKR400,STKR490

JIS G 3475 建築構造用炭素鋼管 SS400,SS490,SS540

SM490YA,YB,SM520B,C
SMA400AW,AP,BW,BP,CW,CP
SMA490AW,AP,BW,BP,CW,CP

上記の他、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた構造用鋼材及び鋳鋼

2 材　料

◎ 建方用アンカーボルトの材質は(・SNR400　・SS400)とする。

◎ 高力ボルトは(トルシア形高力ボルト2種、溶融亜鉛めっき高力ボルト)

とする。

規格番号等 規格名称等 セットの種類

トルシア形高力ボルト 2種(S10T)

JIS B 1186 JIS高力ボルト 2種(F10T)

溶融亜鉛めっき高力ボルト 1種

ターンバックル◎

◎

胴の種類(・割枠式　・パイプ式)

ボルトの種類　(・羽子板ボルト　・両ねじボルト　・アイボルト)

デッキプレート 材質(・SDP1,2,3　・SDP1G,2G)

形状及び寸法は図示による。

形状(　　　　　)寸法(　　　　　　　　)

4 工作一般 ◎ 鉄骨の製作精度は、(社)日本建築学会「建築工事標準仕様書6鉄骨工事付則６鉄骨精度検査

基準」による。

◎ 仮設のため鉄骨に補助材等取付け及び貫通孔等を設ける場合は、工場溶接を原則とし、現場

溶接となる場合は監督員の承諾を得ること。

◎ 仮組を(・実施する　・実施しない)

5 高力ボルト接合 ◎ 高力ボルトを工事現場に搬入後、JISの高力ボルトは、トルク係数値の確認試験を行う。

◎ すべり係数試験は(・行う　・行わない)

◎ トルシア形高力ボルトは、張力確認試験を行う。

6 普通ボルト接合 ◎ 普通ボルトの戻止めは(二重ナット)による。

ただし、母屋・胴縁類の取付用ボルトは、戻止めを省略する。

完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を(・行う　・行わない)

試験を行う場合の平均出検品質限界(AOQL)は(4％)とする。

◎

残して切除する。

試験の種類 試験箇所 試験数 備　考

超音波探傷試験

9 錆止め塗装

鉄面

亜鉛めっき面

標準仕様書表18.3.1の(・A(屋外)　・B(屋内)　・C）種

標準仕様書表18.3.2の(・A　・B　・C）種

鉄面

亜鉛めっき面

標準仕様書表18.3.3の(・A　・B)種　 　 (工場1回、現場1回)

標準仕様書表18.3.4の(・A　・B　・C）種(現場1回)

耐火被覆材の接する面の塗装(・行う　・行わない)◎

行う場合の塗料の種別は(  A種         )とする。

10 耐火被覆 耐火被覆◎ 材　　種(ﾛｯｸｳｰﾙ,けい酸ｶﾙｼｳﾑ板　20)

種　　別(吹付：半湿式,耐火板：1号品)

工　　法(耐火材吹付,耐火板張り)

耐火性能(駐輪場　柱・梁：1時間)

11 工事現場施工 アンカ－ボルトの保持及び埋込み工法は(・A　・B　・C)種とする。◎

柱底均しモルタル工法は(・A　・B)種とする。◎

A種の場合の無収縮モルタルは、次による。   メーカー名(　デンカタスコン　)

12 軽量形鋼構造

摩擦面の処理は(・ブラスト処理　・りん酸塩処理)とする。◎

13 溶融亜鉛めっき工法

及び塀

断面形状 化粧内容 適用箇所(08～40)
寸法精度 透水性

上記以外のコンクリ－トは、設計基準強度F=21N/㎜ とする。2

種類 表面形状 取付方法(㎜)
寸法 使用箇所

耐火性能は(・2時間耐火　・１時間耐火　・３０分耐火)とする。◎◎

1 一般事項９

防 

水 

工 

事

防水下地の乾燥については、高周波水分計による下地水分の測定を行い、使用材料のメーカー◎

の工法と確認し、工事を進めること。

屋根 A-1

施工箇所 保護層の内容 備　考

A-2

工　法

保護防水
密着工法

AⅠ-1

AⅠ-2

屋根 B-1

B-2
保護防水
絶縁工法

BⅠ-1

BⅠ-2

屋根 D-1

D-2
露出防水
絶縁工法

屋根
保護防水
密着断熱
工法

屋根
保護防水
絶縁断熱
工法

屋内防水
密着工法

E-1

E-2

下地：

下地：

アスファルトは、JIS K2207の規格品(・ 3　・4)種とする。◎

端部押さえ金物は既成アルミニウム製とし、寸法は(ｱﾙﾐL-30×15×2.0程度)とする。◎

防水下地の立ち上がりコンクリ－トの仕上げは(ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種))とする。◎

保護層の伸縮調整目地は成形伸縮目地とし、成形緩衝材はルーフィング類製造所の指定する◎

製品とする。

2 アスファルト防水

7 シーリング

記号
施工箇所

幅 深さ

目地寸法
接着性試験 備　考(引張、簡易)

シーリング材の種類

屋内については水張試験を行う。◎8 漏水試験

防水工事完了後は、メーカー、元請業者、下請業者の３者連名による◎9 防水保障

下記年数の防水工事性能保証書を提出すること。

1 花こう岩類の石張り１０

石 

工 

事

品質種類 産地・名称 仕上の種類
金物等の種類
形状・寸法 施工箇所

１１

タ 

イ 

ル 

工 

事

種類 形状・寸法 工　法 施工箇所 役物の使用場所

試験張りを(・行う　・行わない)◎◎

壁タイルの裏足の形状及び寸法は　JIS A 5209による。◎◎

接着剤張りの場合は、下地モルタルの含水率を水分計で測定し、8%以下とすること。◎◎

伸縮目地の位置は、図示の箇所及び共仕により、割付図を作成し監督員の承認を得ること。◎◎

空洞

空洞

08

16

普通

普通

普通

普通

衛生配管用裏積

上記以外

外壁パネル ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ A種
厚60
WH(図示)

1・2期接続部

屋根

便所・厨房

(図中：ｳﾚﾀﾝ防水)

施工箇所：ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端・ﾌﾞﾘｯｼﾞ床◎

製造所　：ARｾﾝﾀｰ「ARｳﾚﾀﾝ防水 AU工法」,岩尾「ﾍﾞﾙｳﾚｯｸｽUCC-200工法」,ﾀﾞｲﾌﾚｯｸｽ「AS-1工法」◎

床ﾀｲﾙA
磁器質無釉 294×294×13

図示

床ﾀｲﾙB
磁器質施釉 94×94×9 図示

図示

種別

Y-2

製造所施工箇所 備考

ｸﾗﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ実習室 下記による

製造所：田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ,日新工業,ARｾﾝﾀｰ◎

3 塗膜防水

ア

発泡性耐火被覆　駐輪場柱：1時間耐火◎

製造所：ﾉｻﾞﾜ「ﾌｧｲﾚｽ(平滑仕上)」,東邦ﾚｵ「ﾅﾘﾌｧｲｱ・ｼｽﾃﾑS」,ｴｽｹｰ化研「SKﾀｲｶｺｰﾄ」◎

6 ｳﾚﾀﾝ+FRP複合塗膜防水

(図中：FRP防水)

施工箇所：駐輪場ｽﾛｰﾌﾟ◎

製造所　：双和化学産業「ﾎﾟﾘﾙｰﾌ PP-1V・PP-2V工法」,ﾃﾞｨｯｸﾌﾟﾙｰﾌｨﾝｸﾞ「ｺﾝﾎﾟ C-10NC,C-20NC」◎

定礎石(指定文字彫込)阿波青石 国産 本磨き W600×H400
厚60

R

間仕切パネル ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ C種厚60
WH(図示)

駐輪場

5 ｹｲ酸系塗布防水

(図中：塗布防水)

施工箇所：消火水槽・EVﾋﾟｯﾄ◎

製造所　：日本ﾊﾞﾝﾃﾞｯｸｽ「ﾊﾞﾝﾃﾞｯｸｽS+P」,茶谷産業「ｾﾘﾉｰﾙDS UP工法」◎

壁ﾀｲﾙ
陶器質施釉 97.8×97.8×5

壁ﾀｲﾙ接着張り 図示

床ﾀｲﾙC
磁器質無釉 294×294×13

出隅

図示ﾎﾞｰﾀﾞｰﾀｲﾙ
227×40×11

二丁掛ﾀｲﾙ
炻器質施釉

磁器質無釉

227×60×13 図示

出隅塗装種別◎

－

－

パネル相互の目地巾：短辺方向15㎜,長辺方向10㎜◎

アスベストを使用していない製品とする。◎

保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ

MS-2 変成ｼﾘｺｰﾝ系 建具廻り,金属板目地ECP廻り
図示 下記

SR-1 ｼﾘｺｰﾝ系 ｶﾞﾗｽ留 図示 下記

図示 下記

図示 下記

図示 下記

PU-2 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

PS-2

AC-1 ｱｸﾘﾙ系 ｱｸﾘﾙ系

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

打継目地,外壁化粧目地
耐震ｽﾘｯﾄ目地
石廻り,ﾀｲﾙ廻り
ｱﾙﾐ製建具工場ｼｰﾙ

７年保障：ｼｰﾘﾝｸﾞ

10年保障：ｱｽﾌｧﾙﾄ防水,塗膜防水,ｳﾚﾀﾝ防水,FRP防水

1等品

　　　　　　　　床ﾀｲﾙB：TOTO「ﾃﾞﾗｲｽﾞ100」,INAX「ﾐｽﾃｨﾌﾛｱ ｷﾗﾐｯｸ」,ﾀﾞﾝﾄｰ「ｺｰｷﾝﾌﾞﾗﾝｶﾓﾙﾀｽ」

　　　　　　　　床ﾀｲﾙC：TOTO「ｺﾝｹｰﾄ300　位置・誘導表示型」,INAX「視覚障害者用床ﾀｲﾙ」

　　　　　　　　　　　　ﾀﾞﾝﾄｰ「点字ﾀｲﾙ」

　　　　　　　　床ﾀｲﾙC：TOTO「ﾋﾞｵﾃｨｶ100」,INAX「ﾐｽﾃｨｷﾗﾐｯｸ」,ﾀﾞﾝﾄｰ「ﾌﾞﾗｲﾄ100」

　　　　　　　　ﾎﾞｰﾀﾞｰﾀｲﾙ：TOTO「ﾎﾟﾙﾃﾎﾞｰﾀﾞｰⅡ」,INAX「ｸﾗｼｺﾗｲﾝ ﾎﾞｰﾀﾞｰ(岩面)」

　　　　　　　　 　        ﾀﾞﾝﾄｰ「石割ﾎﾞｰﾀﾞｰ」

　　　　　　　　二丁掛ﾀｲﾙ：TOTO「ﾗｷﾞｯﾄ(ﾗﾌ面)」,INAX「陶華」,ﾀﾞﾝﾄｰ「ｶﾝｹﾞﾝﾌﾞﾘｯｸ」

無

無

無

無

無

無

　　　　　東罐ﾏﾃﾘｱﾙ「TMTｺｰﾄ G-1,G-2」

小梁

母屋

渡り廊下 柱

車庫 柱

2206 280

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.



1 一般事項 ◎ 含水率は(・A　・B)種とする。

木材の品質

屋根葺き材、緊結金物については、下地も含め安全性を確認し、監督員の承諾を得ること。

吉 井 和 男

特記仕様書　その５149681

2006181

A007

◎

3 床張り合板

土台、火打土台、大引き、１階根太受け、大引き・根太受け床束等

1 一般事項 ◎

4 仕上塗材仕上げ

１２

木 

工 

事

１階窓台等

標準仕様書以外の工法は、専門業者の仕様による。◎

屋根葺き形式　・かわら棒葺き(心木なし)◎

指定のない付属材料は、屋根葺工法に応じた専門工事業者の仕様による。◎

１４

金 

属 

工 

事

3 床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上

・製材は、一般建築用材とする。

・丸太は、「素材の日本農林規格」による皮はぎ材とする。

  と同等の性能を有する処理を含む)が施されているものとする。

2 集成材

5 防腐・防蟻処理

◎ 継手、仕口、取付け方法等は図示により、図示のもの以外は標仕によるが、補助として日本

建築学会建築工事標準仕様書を適用する。

◎ ラワン材等を使用する場合は、「広葉樹製材の日本農林規格」による保存処理K1の防虫処理を

8 接着剤 ◎ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹

脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はF☆☆☆☆

・平葺き(・一文字葺き　・ひし形葺き)

材種(　外部：ｶﾗｰVP、SUS(酸洗仕上)　内部：SGP　)　　径(　図示　)◎

材　質：ｱﾙﾐ製　詳細図示 ◎

製造所：ABC商会,日本ｱﾙﾐ,ﾊﾟﾗｷｬｯﾌﾟ

6

下地、塗り面等の浮いている部分は、直ちに補修する。◎

・保存処理木材は、日本農林規格に規定する保存処理の処理区分のうち、K3以上の防腐処理

　及び防蟻処理(JIS K1570(木材防腐剤)に規定する木材防腐剤(ただし、ｸﾚｵｿｰﾄ油を除く)又は

  これと同等の薬剤を用いたK3以上の薬剤の浸潤度及び吸収量を確保する工場処理その他これ

施工箇所 種類 材料の等級 表面の仕上 備　考

構
造
・
下
地
材

造
作
材

A

A

◎ 造作用集成材   ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

施工箇所 材料の等級 単材の樹種 厚　さ 備　考

◎ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は※Ｆ☆☆☆☆とする。

施工箇所 厚　さ 接着の程度 表面の品質 備　考

◎ 防腐剤は環境に配慮した表面処理用防腐剤とし、2回塗りとする。

薬剤名称：日本ｵｽﾓ「ｳｫｰﾀｰﾚﾍﾟﾚﾝﾄ」,ﾘﾎﾞｽ「ｱﾄﾞﾗ」,ｱｳﾛ「Nr-121」

大壁造りの土台上端より、1m以内の部分にある柱、間柱、筋違、窓台等

真壁造りの土台上端より、30cm以内の部分にある柱、間柱、筋違等

土台上端より、1m以内の部分にあるモルタル塗ラス張り下地板

塗り面使用箇所及び使用部分の名称

全面

全面

全面

全面

全面

行う。

6 工　法

7 防虫処理

とする。

１３

屋 

根 

及 

び 

と 

い 

工 

事
めっき付着量鋼板の厚さ規格種類 塗膜の耐久性 下葺材料 製造所

2 長尺金属板葺き

折板はJISA6514(金属製折板屋根構成材)による。◎3 折版葺

鋼板の 塗装面
厚さ

形式 山高 山ﾋﾟｯﾁ 耐力 軒先面戸
の適用
裏打材の
有無

製造所

種類 形状・寸法 工　法 施工箇所 役物の使用場所4 粘土瓦葺

5 とい

防露の施工箇所は図示により、図示のもの以外は標仕13.5.3(b)による。◎

硬質塩化ビニル雨どいの1本の長さは、10ｍ以内とし、伸縮に対応する工法を選択すること。◎

ル－フドレインの製造所 ( ｶﾈｿｳ,福西鋳物,第一機材 )◎

ﾛｯｸｳｰﾙ又はｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

ル－フドレイン及びといは、取付け完了後、清掃し、通水試験を行う。◎

さがり止めは図面により、図示のもの以外は標仕13.5.3(a)(4)又は13.5.3(e)(2)による。◎

1 一般事項 製品の取付に当たっては、受材の有無並びにアンカーの長さ、径及び本数等について、十分耐◎

力のある工法を選択し、監督員の承諾を得ること。

あと施工アンカーの引抜き耐力の確認試験を(・行う　・行わない)◎

2 表面処理 ステンレス◎

表面仕上の種別 施工箇所種　類

アルミニウム及びアルミニウム合金◎

着色方法
表面処理の
試験方法 施工箇所

鉄鋼の亜鉛めっき◎

めっきの種類
記号又は
等級 施工箇所種別

亜鉛めっきの試験は(・行う　・行わない)◎

試験方法(　付着量試験　)

3 溶接、ろう付け等 溶接及びろう付けによる接合後は、各表面仕上げの種類の皮膜処理を行うこと。◎

ただし、亜鉛めっき面については、標仕14.2.3による。

4 軽量鉄骨天井下地 野縁などの種類：屋内19形、屋外25形とし、標仕表14.4.1による。◎

鉄の溶接は、7章「鉄骨工事」に準ずる。◎

5 軽量鉄骨壁下地

耐震性を考慮した補強、屋外の軒天、ピロティ－天井等の補強は、下記の基準を満たすこと。◎

スタッド、ランナ－の種類は、標準仕様書14.5.3（表14.5.1）による。◎

手摺及びタラップ 区　分 材料の種別 表面処理

手摺の支柱は、ｺﾝｸﾘｰﾄあるいはﾓﾙﾀﾙの中に入る部分であっても錆止め処置を行うこと。◎

7 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物

１５

左 

官 

工 

事

下地調整に用いる吸水調整材の使用方法は、製造所の仕様による。1 一般事項 ◎

コンクリート等面の下地及び各塗り層は、清掃のうえ適度の水湿しを行って、次の層の塗り方2 モルタル塗り ◎

にかかる。

使用箇所 仕上の種類 目地の材質 防水の有無 防水剤の製造所 備　考

目地の位置及び寸法は、図示による。◎

防水モルタルに用いる防水剤の使用方法は、製造所の仕様による。◎

総塗り厚が25㎜以上となる場合は、はく落防止工法とすること。◎

施工箇所( 図示 )◎

仕上塗材は、JIS A 6909(建築用仕上塗材)による。なお、下塗材、主材及び上塗材は、同一◎

製造所の製品とする。

仕上の形状 耐候性 工法 防火認定下地仕上下地調整上塗材呼び名種　類

製造所：ｱｲｶ工業「ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ JQ-100ﾘｼﾝ」 ,ｴｽｹｰ化研「ﾍﾞﾙｱｰﾄSi ﾘｼﾝ仕上」◎

建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ　樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞ◎

ﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

木製床組 B種

木製床組 12㎜ 1類 C-D

既製品を除き、図中特記のないSUS加工品SUS304

B-1種 既製品を除き、図中特記のないｱﾙﾐ加工品

2種 HDZ35,45,55 図示

官庁施設の総合耐震基準及び同解説 建築非構造部材 B類

鋼製(屋外手摺類) STK,FB,丸鋼 溶融亜鉛めっき

鋼製ﾀﾗｯﾌﾟ 溶融亜鉛めっきSGP,FB

ﾌﾞﾘｯｼﾞ床 金ごて

ﾀｲﾙ張り下地 木ごて

有

外装薄塗材E薄付仕上塗材 砂壁状 吹付

8 屋上丸環 SUS製既製品(国土交通省型)◎

55%Al-Zn合金
めっき鋼板 0.4㎜JIS G3322 下記

製造所：三晃金属工業「瓦棒 F-40-K」,元旦ﾋﾞｭｰﾃｨｰ工業「ｽﾌｨﾝｸｽﾙｰﾌ2型」◎

0.8㎜

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ
樹脂系塗装

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ
嵌合式 205 360

ｶﾞﾗｽ繊維
ｼｰﾄ5㎜

下記

製造所：三晃金属工業「折版 F-200Ⅰ型」,元旦ﾋﾞｭｰﾃｨｰ工業「ﾋﾞｭｰﾃｨﾌﾙﾙｰﾌL-100」◎

10 ﾎﾞｯｸｽ類 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ◎ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ 　-1.6加工　EP-GW　詳細図示

ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ◎

ｻﾆﾀﾘｰﾎﾞｯｸｽ◎

　-1.6加工　EP-GW　仕様等詳細はｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽに準ずる

　-1.6加工　EP-GW　詳細図示

9 ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ ｱﾙﾐ製押出型材既製品(専用ｽﾄﾘﾝｶﾞｰ共)　仕上：B-1種◎

製造所：理研軽金属「ﾊｲｽｸﾘｰﾝ SH-86」,三協立山ｱﾙﾐ「ｴｸﾘｰﾝ EA-100」

11 見切枠類 鋼製三方枠,見切枠◎ 　-1.6加工　EP-GW　詳細図示

洗面ﾊﾞｯｸ見切枠◎ 　-1.6加工　EP-GW　詳細図示

12 建具取合金物A,B,C ｱﾙﾐ　-2.0,　-2.3加工(内部ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填)　建具同仕上　詳細図示◎

13 鋼製踏板 CH　-2.3曲げ加工　溶融亜鉛めっき　詳細図示◎

14 鋼製格子扉 W1200×H1900　溶融亜鉛めっき　詳細図示◎

17 金属ﾊﾟﾈﾙの目地等 図中特記のない金属ﾊﾟﾈﾙの目地等は下記による◎

外部：ｼｰﾘﾝｸﾞ目地 15×10　　内部：空目地

　　　外部目地は受樋加工とする

補強材、取付下地を含みﾊﾟﾈﾙ裏面には結露防止材吹付とする

結露防止材吹付製造所：ｸﾞﾗｲﾄ工業「ｸﾞﾗｲﾄ」,東ﾚﾍﾟﾌ加工品「ﾄｰﾚﾍﾟﾌ」

18 製作金物全般 既製品を除き、製造所の記載のない金物類の製作業者は下記による◎

製作業者：ｵｸｼﾞｭｰ,江原製作所,河野建築金物

受付ｶｳﾝﾀｰ・木製ﾍﾞﾝﾁ
1等 杉

鋼製(吹抜手摺) STK,FB EP-GW

鋼製(駐輪場手摺) STK,FB,丸鋼 溶融亜鉛めっき

鋼製(ｽﾛｰﾌﾟ手摺) STK,FB,丸鋼 溶融亜鉛めっき

15 階段笠木 ◎   -1.6,下地　-2.3加工　EP-GW　詳細図示

沓摺◎ SUS　-2.0加工　HL仕上　詳細図示

鋼製(階段手摺) FB EP-GW

打込ﾀﾗｯﾌﾟ SUS製既製品

製造所：打込ﾀﾗｯﾌﾟ：杉田ｴｰｽ「ﾛｰﾚｯﾄ93Aﾀﾗｯﾌﾟ」,新協和「SST-22NR」◎

20 開口補強リスト

20 開口補強リスト

(図中：外装吹付材)

ル－フドレインの材質：鋳鉄製既製品(高耐食樹脂系塗装)◎

つかみ金物：SUS製既製品

県産材を使用すること

杉

杉木製巾木(塗装下地) B種

ｶｰﾃﾝ受板(塗装下地) 杉 B種

上り框 A種桧

木製腰壁・木製巾木
A種杉

県産材を使用すること

35・40㎜ 県産材を使用すること

MAX KENZO「ｱﾙﾏｸﾛﾝez」

有

軒樋：塩ﾋﾞ製　W150×D90、W200×D120(支持金物共)　◎

HL

－
製造所の
品質検査記録

JIS A6517(建築用鋼製下地材(壁・天井))◎

取付位置(　図示　)◎

　　　　ｵｸｼﾞｭｰ「ﾊｲｽｸﾘｰﾝ SH-86」

16 ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ ◎ 図中特記のないｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙの種類はXG22(溶融亜鉛めっき)とする

ﾓﾙﾀﾙ塗り使用箇所：屋外階段,ﾌﾞﾘｯｼﾞ床,ｸﾗﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ実習室,渡廊下◎

無

図示 図示

　　　　山本窯業化工「ﾃﾗｳｫｰﾙSi」

受樋：樹脂被覆鋼板製既製品(支持金物共)◎

木製ｶｳﾝﾀｰ

SUS製樋(渡廊下)：SUS　-1.5加工　詳細図示◎

製造所：松下電工「ｴｱﾛｱｲｱﾝ折版150Ⅰ型」,積水化学「ｶｰﾎﾞﾝP300」,ﾀｷﾛﾝ「ｾｯﾊﾟﾝﾄｲ」

　　　　MAX KENZO「折版190C」

背割等、適切な反り・狂い対策を行う事。

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.



マスタ－キ－は、製作する(  1組  )(既存施設同仕様)◎◎

既成又はこれに準ずる建具の建具金物は、建具製作所の仕様による。◎◎5 建具金物

1 一般事項

種　別2 アルミニウム製建具

外部に面する建具は、建築基準法施行令及び「屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の基◎◎

準(昭和46年建設省告示第109号)」に基づき、安全性を確認すること。

建具見本の製作及び特殊な建具の仮組は、建具表による。◎◎

遮音性
追従性

断熱性 表面処理使用箇所面内変形

防鳥網の材質は、ステンレス(SUS304)線材、線径1.5㎜、ピッチ15㎜とする。◎◎

製作所：三協立山ｱﾙﾐ,YKK A.P.,不二ｻｯｼ

建具にはJISマ－ク及び製作業者名を表示すること。◎◎

3 鋼製建具 耐風圧性 表面処理気密性 水密性 遮音性 断熱性 追従性
面内変形

使用箇所

防火戸の指定及び鋼板の厚さは建具表による。◎◎

鋼板はJISG3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)による表面処理亜鉛めっき鋼板とし、めっき付◎◎

着量は( Z12又はF12 )以上とする。

標準型鋼製建具は、標仕16.3.6により寸法及び金物を標準化したものとする。◎◎

4 鋼製軽量建具 表面処理気密性 遮音性 断熱性 追従性
面内変形 使用箇所

製作所：日鋼ｻｯｼｭ製作所,三和ｼｬｯﾀｰ工業,文化ｼｬｯﾀｰ◎◎

標準型鋼製軽量建具は、標仕１６．４．６により寸法及び金物を標準化したものとする。◎◎

製作所：小松ｳｫｰﾙ工業,文化ｼｬｯﾀｰ,三和ｼｬｯﾀｰ工業◎◎

6 自閉式上吊引戸装置 設置場所 手動開き力 手動閉じ力 閉じ速度 制動区間 耐衝撃性
の調整 開閉繰返し

製作所：小松ｳｫｰﾙ工業,文化ｼｬｯﾀｰ ,三和ｼｬｯﾀｰ工業◎◎

7 重量シャッター 設置場所

強　度

シャッター
の種類

開閉機能

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ仕様安全装置

耐風圧強度

・一般重量シャッター

・屋内防火用シャッター

・上部電動式(手動併用)

・外壁用防火シャッター

・防煙シャッター

・上部手動式

製作所：文化ｼｬｯﾀｰ,三和ｼｬｯﾀｰ工業,東洋ｼｬｯﾀｰ◎◎

8 軽量シャッター 設置場所

強　度

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ仕様

安全装置

耐風圧強度

◎◎

開閉機能 ・上部電動式(手動併用) ・上部手動式

中柱の補強 座　板

ｽﾗｯﾄ仕様

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ仕様

取付け方法は(・埋め込み工法　・接着工法)とする。◎◎

吉 井 和 男

特記仕様書　その６149681

2006181

A008

5 フローリング張り

6 畳敷き

表面材の材質(　ﾒﾗﾐﾝ化粧板　)　　寸法(　W(図示)×H2000×厚40　)◎◎

材種( SUS )　　形状(　ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入　)　　寸法(　18×37　)◎◎

5 階段滑り止め

9 ガラス

3

種　類13 断熱・防露

合成樹脂塗床 材　質 仕上の種類 備　考

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。◎

種別(・A種　・B種　・C種　・D種)◎

畳表及び畳床はVOC含有量の少ないものとする。◎

7 せっこうボード

種　別 厚　さ 備　考補修材

ﾛｯｸｳｰﾙ、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾕﾘｱ樹脂又はﾒﾗﾐﾝ樹脂を使用した断熱材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は◎◎

Ｆ☆☆☆☆とする

壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等(ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又は◎◎

1 フリーアクセスフロア

し、承認後に製作施工を行うこと。

施工にあたっては、施工前にフリーアクセスパネル及びタイルカーペットの割付施工図を提出◎◎

2 可動間仕切

4 トイレブース

製作所：小松ｳｫｰﾙ工業「TB-GP」,岡村製作所「ｵｶﾑﾗﾄｲﾚﾌﾞｰｽ40」,ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ「PLM-AG2」◎◎

6 黒板及び

7 鏡

１６

建 

具 

工 

事

ガラスとめ材の種類◎◎

建具の種類

鋼　　　製

アルミニウム製

ステンレス製

木　　製

材　料

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類は9章防水工事による◎◎

１７

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

1 一般事項 ◎ カーテンウォールの諸性能

耐風圧性 備　考耐震性 水密性 気密性 耐火性 遮音性 断熱性

１８

塗 

装 

工 

事

1 一般事項 ◎ 屋内の壁及び天井の塗装仕上げは防火材料又は建築基準法に基づく基材同等の認定表示のある

ものとする。

◎ 塗料はﾎﾙﾏﾘﾝ不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする。

◎ ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用い

た塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

2 合成樹脂調合

ペイント塗り(SOP)
区　分

種　別

屋　外 屋　内
素地ごしらえ

さび止め塗料

屋外 屋内
備考

3 区　分 種　別 素地ごしらえ 備考

4 フタル酸樹脂

エナメル塗り(FE)

区　分 種　別 素地ごしらえ さび止め塗料 備考

区　分 種　別 素地ごしらえ 備考5 アクリル樹脂系非水

分散形塗料塗り(EP-G)

区　分 種　別 素地ごしらえ 備考6 合成樹脂エマルション

ペイント塗り（EP)

7 屋内水系塗料塗り 区　分 種　別 素地ごしらえ 備考

１９

内 

装 

工 

事

1 ビニル床シート張り

ビニル床タイル張り

及びゴム床タイル張り

材　質
種類

色柄
記号

材種

材質 厚さ 高さ
厚さ 接着剤 施工箇所 備考

巾木

2 カーペット敷き 種類 種別 品質(製造所) 厚さ 工法 品質検査帯電性 下敷防火性能

ﾕﾘｱ樹脂等(ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ　樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤)を用い◎

た塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

種　別 樹種 工　法模様 の種類厚さ 寸法 防火性能釘、接着剤

仕　　上：ウレタン塗総仕上(工場塗装)◎

その他のボード及び

合板類

材種・規格品
箇所
施工

(㎜)
厚さ
の区分
不燃材等工　法 備　考接着剤

種類
下地の

の種類

せっこうボード

JIS A 6901の規格品

化粧せっこうボード

JIS A 6901の規格品
トラバーチン模様

硬質せっこうボード

JIS A 6901の規格品

パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量◎

※Ｆ☆☆☆☆　　　・Ｆ☆☆☆

材種・規格品
箇所
施工

(㎜)
厚さ
の区分
不燃材等工　法 備　考接着剤 種類

下地の

の種類

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

JIS A 6301の規格品

グラスウール吸音材

JIS A 6301の規格品

壁

天井

壁

天井

けい酸カルシウム板

JIS A 5430の規格品

合板、パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。◎

施工箇所 品質(製造所) 防火性能の等級12 壁紙張り 素地ごしらえ 備　考

ホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする◎

工　法

14 接着剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤)を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

材　質 寸　法 備　考耐震性能耐荷重性能

構成材

表面仕上

製造所：ﾅｶ工業「AF-SP」,ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ「ｶﾚｯﾄﾌﾛｱｰ」,日立機材「FSB500」◎◎

２０

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

構成材の種類 遮音性 備　考使用箇所表面仕上

3 移動間仕切 表面材の材質 遮音性 備　考使用箇所表面仕上 圧接装置

笠木( ｱﾙﾐ )　　エッジ(　ｱﾙﾐRｴｯｼﾞ(ｱﾙﾏｲﾄ)　)　　巾木( SUS )◎◎

製作所：ﾅｶ工業「A：NSP-35S,B：S-37DG」,ｱﾄﾗｽ「A：SEP-3525,B：NSR-403(R)」◎◎

ホワイトボード 色彩は(・緑　・黒　・白)とする。◎◎

種別(　ホーロー　)　　枠の材質はｱﾙﾐ製とする。◎◎

防湿性を有するもので、厚さ5㎜、縁は(　　　　　)とする。◎◎

カーテンレールは次による◎◎

材種( ｱﾙﾐ )　　形状( 角型(天井直付ﾀｲﾌﾟ) )　　寸法( 図示 )

製造所：ﾄｰｿｰ,ﾖｺﾀ,立川ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ工業

8 カーテンレール

B種 図示

S-5 図示

図示

多目的便所・保健室 標仕表16.9.1による

図示

障害物感知装置 天井内仕様・露出仕様

図示

1000Pa

塗装亜鉛めっき鋼板

無

露出仕様

B-1種

ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ｼｰﾘﾝｸﾞ材,ｶﾞｽｹｯﾄ

木部 B種 標仕18.2.2による

ｺﾝｸﾘｰﾄ 標仕18.2.6による

標仕18.2.7によるせっこうﾎﾞｰﾄﾞ
その他のﾎﾞｰﾄﾞ

木部

鉄部

B種

標仕18.2.2による

標仕18.2.3による

(EP-GW)

B種

8 ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱ塗料 低汚染常乾形ﾌｯ素樹脂塗料(艶消し)◎

製造所：日本ﾍﾟｲﾝﾄ「ﾃﾞｭﾌﾛﾝ4FⅡﾌﾟｰﾚｽｰﾊﾟｰﾌﾚｯｼｭｸﾘﾔｰ」,関西ﾍﾟｲﾝﾄ「ｱﾚｽｶﾞｰﾄﾞNF」

4 防塵塗料 水性ｱｸﾘﾙ樹脂系防塵塗料　　ﾛｰﾗｰ塗布◎

製造所：ABC商会「OAｸﾘｱｺｰﾄ」,ｲｻﾑ塗料「ｲｻﾑﾌﾛｱｰWA」,中外商工「ｱｰﾄﾌﾛｱDSｺｰﾄ#200」◎

NC

CT

無地 2.5

2.0

ﾋﾞﾆﾙ 60 図示

ﾋﾞﾆﾙ 60 図示

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ 1種 6.5㎜ 全面接着工法

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ工法水性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系

単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 桧 15 接着工法

(GB-R適合品)

9.5

12.5

準不燃

不燃

LGS

ｺﾝｸﾘｰﾄ

LGS

LGS

9.5

天井

準不燃

LGS9.5 不燃

壁 12.5 不燃
ｺﾝｸﾘｰﾄ
LGS

天井 不燃 LGS12.0

外部 不燃 LGS8.0

8 遮音壁 ｽﾀｯﾄﾞ構造遮音壁　1時間耐火・遮音(TLD-49)認定工法◎

製造所：吉野石膏「B15 WI」,ﾁﾖﾀﾞｳｰﾃ「耐火ｳｫｰﾙ 15-SC・G」,ｵｸｼﾞｭｰ「B15 WI」◎

9 耐火壁 ｽﾀｯﾄﾞ構造耐火壁　1時間耐火認定工法◎

製造所：吉野石膏「Sｳｫｰﾙ」,ﾁﾖﾀﾞｳｰﾃ「STｳｫｰﾙ」,ｵｸｼﾞｭｰ「Sｳｫｰﾙ」◎

10 GW化粧吸音板 化粧材張り高密度ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ　25(GW密度=80㎏/m )　出隅,廻縁専用ｼﾞｮｲﾅｰ共◎

製造所：旭ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽ「ｱｺｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞEX」,ﾏｸﾞ「EALﾎﾞｰﾄﾞ」,ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄ硝子工業「ｸﾘｱﾎﾞｰﾄﾞ」◎

3

11 化粧ｹｲｶﾙ板 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂ﾌｨﾙﾑ張りけい酸ｶﾙｼｳﾑ板　6(小口切放し仕様・不燃認定品)◎

製造所：ｱｲｶ工業「ｱｲｶﾊｲﾎﾞｰﾄﾞ不燃」、ｻﾝｸﾗﾌﾄ（株）「ﾊｲﾎﾞｰﾄﾞ」、誠工務店「化粧ｹｲｶﾙ板」◎

図示 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製壁紙 1-1

外壁断熱材 難燃 15㎜ 吹付

30㎜ 打込み

床下断熱材 50㎜

押出法
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
押出法
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 防湿ﾌｨﾙﾑ付

鋼製
無機質材充填 500×500 1.0G3000N

図示 28 図示焼付塗装ｽﾀｯﾄﾞ式 片開き扉付　ﾊﾟﾈﾙ厚70

50db 図示焼付塗装手動式 製造所仕様t=0.8
GB裏打

ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ既製品　W480×H1100◎◎

製造所：TOTO「YMK52K」,松下電工「CHA37M」,INAX「KF-4811ﾄｸ」◎◎

◎◎

1200Pa

製作所：文化ｼｬｯﾀｰ,三和ｼｬｯﾀｰ工業,東洋ｼｬｯﾀｰ

S-5 W-5 A-4

◎ 特記のない諸性能については、JASS14 カーテンウォール工事に準ずる

鉄部 標仕18.2.3によるB種 A種

10 塗装仕様 図中特記のない鉄部、木部の塗装は下記による◎

屋外　鉄部：SOP　　　屋内　鉄部,木部：EP-GW

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

製造所：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ：東リ「ﾌﾛｱﾘｭｰﾑ ﾌﾟﾚｰﾝ」,ﾀｼﾞﾏ「ﾊﾟｰﾏﾘｭｰﾑ」,ｻﾝｹﾞﾂ「ｴｽﾘｭｰﾑ ﾌﾟﾚｰﾝ」

製造所：東ﾘ「GA-100」,ﾀｼﾞﾏ「ﾀﾋﾟｽｾﾚｸﾄ」,ｽﾐﾉｴ「LP-2000」

◎

◎

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張り 不燃50.0 CON

◎

製造所：ABC商会「ｹﾐｸﾘｰﾄ EPｶﾗｰ水性VOC」,ｲｻﾑ塗料「ｲｻﾑﾌﾛｱｰWE」,中外商工「ｱｸｱｶﾗｰ」◎

32㎏/m3

ア

ア

製 造 所：

ﾉﾝﾌﾛﾝ

◎

外壁断熱材　　　柱型、梁型(ﾋﾟﾛﾃｨ天井内は吹付)及び

型枠兼用断熱材　配管ﾋﾟｯﾄ、ﾋﾟﾛﾃｨ上部のｽﾗﾌﾞ下

床下断熱材　　　配管ﾋﾟｯﾄ以外の1階ｽﾗﾌﾞ下(ﾋﾟﾛﾃｨを除く)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

製造所：小松ｳｫｰﾙ工業「ﾏｲﾃｨ70」,岡村製作所「ｾｰﾌｳｫｰﾙ」,三協立山ｱﾙﾐ「ﾏｲﾃｨ70」◎

製造所：◎

階段滑り止めA：屋内用　　階段滑り止めB：屋外用◎

黒　　板　A：W4500×H1200(電動ｸﾘｰﾅｰ付)　B：W1800×H1200　C：W2700×H1200◎

白　　板　A：W4500×H1200　B：W3600×H1200(職員室,就職指導室用：行事予定罫線入)

上下黒板  W3600×H1800

掲 示 板　A：W3600×H1200　B：W2700×H1200　C：W1800×H1200　D：W1200×H1200

上下白板　W3600×H1800(五線入)

引分白板　W3600×H1200(映写ｽｸﾘｰﾝ組込)

製造所：北島製作所、青井黒板製作所,ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ,日学◎

図中記入の壁取合寸法、スタッド見付寸法等の詳細寸法は製造所の仕様により調整を行うこと◎

　　　　　C：W2700×H1200(校長室,技師室,生徒指導室用：行事予定罫線入)

32㎏/m

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張り 不燃25.0 CON

内部 不燃 LGS6.0

3

施工範囲：◎

外壁断熱材　　　ｱｷﾚｽ「ｴｱﾛﾝ FR-NF」,ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ,ｴｽｹｰ化研

型枠兼用断熱材　ﾀﾞｳ加工「ﾋﾟｯﾄﾜｰｸ」,ｶﾈｶ「Kｽﾗﾌﾞ」,JSP「ﾆｭｰﾐﾗｯｸ ｽﾗﾌﾞﾗｲﾄ」

床下断熱材　　　ﾀﾞｳ加工「ﾄﾞﾏﾌｫｰﾑ B-1」,ｶﾈｶ「ﾄﾞﾏﾗｲﾄEI」,JSP「ﾐﾗﾌｫｰﾑDF」

9 ﾌｯ素樹脂塗料 低汚染常乾形ﾌｯ素樹脂塗料(3分艶)◎

製造所：日本ﾍﾟｲﾝﾄ「ﾃﾞｭﾌﾛﾝ4FⅡﾌﾚｯｼｭ」,関西ﾍﾟｲﾝﾄ「ｱﾚｽｾﾗﾌｯｿ」◎

(ﾌｯ素樹脂ｸﾘｱ)

(FP)

天井内 ﾛｰﾙﾀｲﾌﾟ 不燃50.0 32㎏/m3

額縁：見込寸法 60・75×25　建具同仕上◎◎

水切：見込寸法 120　　　　 建具同仕上◎

D-2 図示図示 図示 図示

図示 図示 D-2 図示

SUS　-1.5 HL

SUS　-1.5 HL

6 自動ドア開閉装置 設置場所

駆動方式

検出装置

扉の開閉装置

ｻﾌﾞｴﾝﾄﾗﾝｽ

電気式(非常時開放装置組込(ﾊﾞｯﾃﾘｰ内蔵型))

音波式(内部：天井埋込,外部：幕板)

引分け戸

◎ 製作所：ﾅﾌﾞｺﾄﾞｱ,寺岡ｵｰﾄﾄﾞｱ,扶桑電機工業

防火設備のガラスとめ材は、防火設備認定品とする。◎

その他、詳細は建具付記事項による◎

製作所：三協立山ｱﾙﾐ,YKK A.P.,不二ｻｯｼ◎◎

塗料の種類：1種

B種

2.0

2.0

ｺﾞﾑ系

ｺﾞﾑ系

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ：東リ「ﾏﾁｺV」,ﾀｼﾞﾏ「Pﾀｲﾙ」,ｻﾝｹﾞﾂ「ﾘｽﾎﾞﾝ」

下記 JIS L4406－防炎

突付工法

ﾃｰﾊﾟｰｴｯｼﾞ
継目処理工法

12.5

突付工法

ﾃｰﾊﾟｰｴｯｼﾞ
継目処理工法 不燃 LGS

突付工法

ﾃｰﾊﾟｰｴｯｼﾞ
継目処理工法

突付工法

目透し

目透し

標仕19.8.3 AAﾗﾝｸ

　　　　　　　　廊下、便所、階段、PS類の外壁面を除くRC外壁面

　　　　YM工業「A：YMS-335,B：YMS-340」

10 洗濯機ﾊﾟﾝ

11 天井点検口

FRP製既製品　W900×D640◎◎

製造所：TOTO,INAX,松下電工

材質：アルミ製(額縁+目地ﾀｲﾌﾟ)◎◎

寸法：450×450

仕上：天井仕上同材

施工ヶ所数：1期工事A工区( 68ヶ所 ),1期工事B工区( 231ヶ所 )

12 床下点検口 材質：ｽﾃﾝﾚｽ製◎

仕様：ﾎﾞﾙﾄ固定式防水防臭型　ﾓﾙﾀﾙ充填ﾀｲﾌﾟ　歩行用

仕上：床仕上同材

製造所：ｶﾈｿｳ「MSEM」,福西鋳物「SF-60FHW」,第一機材「HWP-8S」

寸法：600×600

13 ﾏﾝﾎｰﾙ 材質：鋳鉄製(樹脂系塗装)◎

仕様：ﾎﾞﾙﾄ固定式防水防臭型　歩行用

製造所：ｶﾈｿｳ「MWE-2」,福西鋳物「SF-60BK-B」,第一機材「MSA-L」

寸法：600φ

◎

◎

◎

◎

製造所：ﾅｶ工業「ﾊｲﾊｯﾁGMﾀｲﾌﾟ」,ﾀﾞｲｹﾝ「CGM」,ﾘｹﾝｱﾙﾐ建材「RS-Ⅱ」◎

　　　　　　2期工事( 9ヶ所 ),駐輪場( 4ヶ所 )

9 学校間仕切 鋼製不燃認定品　ﾊﾟﾈﾙ厚80　詳細図示◎◎

製造所：

熱溶接工法

仕様は19章内装工事による

ガラス仕様：フロートガラス厚5◎

使用材料：県産材を使用すること◎

FAﾌﾛｱ用上り框(SUS製)共

◎ 身障者仕様：車椅子,視覚障害者対応

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.
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２０

ユ
ニ
ッ
ト
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1 排水管

２３

植 

栽 

工 

事

1 一般事項 土壌の酸度及び塩分量の試験を(・行う　・行わない)◎

２１

排 

水 

工 

事

管の材種：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管◎ 種　類：VP 形状：

強さ　　： 呼び径：150,200,250 厚さ：

2 側塊・排水枡等 排水桝の種類：図示◎ 蓋の種類：下記

3 その他 地業材料の種類：図示◎

コンクリート：設計基準強度(　図示　)　　スランプ(　図示　)◎

埋戻し材料：(・A　・B　・C　・D)種とする。◎

排水工事の仕様は、図示以外建築工事標準詳細図による。◎

厚　さ：図示

２２

舗 

装 

工 

事

1 路床 盛土材料(　B種　)◎

路床土の支持力比(CBR)試験を(・行う[・乱した土　・乱さない土]　・行わない)◎

路床締固め試験を(・行う　・行わない)　　目標CBRは(　　　　　)㎜◎

路盤材料(　再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ  )　　車道部の厚さは(　150・200　)㎜◎2 路盤

締固め試験を(・行う　・行わない)◎

3 アスファルト舗装

舗装の種類 部　位 舗装の厚さ(㎜)

アスファルト

カラー1

カラー2

カラー3

地域は(・一般地域　・寒冷地域)とする。◎

再生可燃ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物を(・使用する　・使用しない)◎

舗装の種類

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

表層・基層の別 種類 備　考

シールコートを(・行う　・行わない)◎

◎

舗装の平坦性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする。◎

アスファルト混合物の抽出試験を(・行う　・行わない)

4 コンクリート舗装

舗装の種類 部　位 舗装の厚さ(㎜)

設計基準強度(　24N/㎜　)　　スランプ(　8㎝　)◎

表面の仕上(　はけ引き仕上　)◎

2

目地材を注入の場合(・低弾性タイプ　・高弾性タイプ)による。◎

◎

舗装の平坦性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする。◎

溶接金網を(・使用する　・使用しない)　　詳細図示

11 街きょ・縁石・側溝 地業材料の種類：再生ｸﾗｼｬﾗﾝ◎

コンクリート：設計基準強度(　18N/㎜ 　)　　スランプ(　15㎝　)◎

種　類：L型側溝,地先境界ﾌﾞﾛｯｸ,歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ◎

仕　上：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(C種)◎

厚　さ：100㎜

2

12 区画線 路面標示位置、間隔は図示による。◎

材料：種類(　1種　)　色(　白　)　塗布幅(　100　)　塗布厚さ(　1.0㎜　)

植栽基盤整備工法は(・A種　・B種　・C種　・D種)とする。◎

有効土層の面積及び厚さは図示による。◎

植込み用土は(・現場発生土　・客土)とする。◎

2 植栽基盤

3 植樹

支柱丸太及び添え木丸太は、杉の焼丸太とする。◎

新植樹木の枯補償期間は、引渡の日から(　1年　)とする。◎

移植樹木の枯損処置期間は、引渡の日から(　1年　)とする。◎

4 芝張り・吹付けは種

及び地被類

芝張り◎

枯補償期間は、引渡の日から(　1年　)とする。◎

　芝の種類は(・こうらい芝　・ｴﾙﾄﾛ芝)とし工法は( ・目地張り　・べた張り )とする。

客土は　　とする。

14 SUS製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞA,B 仕様：細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ(Tﾊﾞｰ,ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｴﾝﾄﾞ)　A：W250×H15　B：W200×H15◎

　　　歩行用　SUS製受枠共

製造所：ｶﾈｿｳ「SQ-H-15」,福西鋳物「GHST」,第一機材「TN-13」

16 配線ﾋﾟｯﾄ蓋 仕様：拍手付縞鋼板製蓋 t=3.2(ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗装)  ｱﾙﾐ製受枠共◎

製造所：ｶﾈｿｳ「RC」,福西鋳物「ESS型」,第一機材「AP-C」

17 ﾋﾞﾆﾙｶｰﾃﾝ 折りたたみ式ﾋﾞﾆﾙｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)　ｼｰﾄ厚 1.35㎜(防炎ﾀｲﾌﾟ)◎

製造所：文化ｼｬｯﾀｰ「ｴｱｾｰﾌﾞ」,三和ｼｬｯﾀｰ工業「ﾋﾞﾆﾌﾚｯｸｽ」,東洋ｼｬｯﾀｰ「ｱｷﾚｽｵﾚｰﾙ」

23 鍵箱 鋼製既製品　200本収納用(1期工事B工区)◎

製造所：杉田ｴｰｽ「ｴｰｽｷｰﾎﾞｯｸｽ CI-200」,ﾏﾂ六「ｴｰｽｷｰﾎﾞｯｸｽ CI-200」

31

29

22

21

造作類 材料◎

化粧木の種類

人造大理石

ﾒﾗﾐﾝ化粧板

ﾒﾗﾐﾝ化粧板

金物類

塗装仕上

(ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工)

12章木工事による

洗面ｶｳﾝﾀｰ：TOTO「ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ ﾌﾟﾚｰｼﾘｰｽﾞ」

その他　 ：ABC商会「ﾃﾞｭﾎﾟﾝｺｰﾘｱﾝ ｿﾘｯﾄﾞｶﾗｰｼﾘｰｽﾞ」

ｱｲｶ工業「ｱｲｶｼｽﾃﾑﾒﾗﾐﾝ」,ﾃﾞｺﾗﾆｯﾄ「ﾃﾞｺﾗ ﾒﾗﾆｯﾄ」

ｱｲｶ工業「ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｶｳﾝﾀｰ」,ﾃﾞｺﾗﾆｯﾄ「ﾃﾞｺﾗﾆｯﾄﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ」

ｽｶﾞﾂﾈ工業製,二加屋製同等品

CL仕上を除き塗装工事とする

ｶｳﾝﾀｰ類◎

洗面ｶｳﾝﾀｰA 人造大理石加工(耐水合板下地)　取付ﾌﾞﾗｹｯﾄ共　詳細図示

洗面ｶｳﾝﾀｰB 人造大理石加工(耐水合板下地)　手摺用補強,取付ﾌﾞﾗｹｯﾄ共　詳細図示

受付ｶｳﾝﾀｰ 造作用集成材 CL ﾚｰﾙ埋込用溝加工共　詳細図示

厨房ｶｳﾝﾀｰ ﾒﾗﾐﾝ化粧板張り(合板下地・ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ加工) 　詳細図示

見切・巾木類◎

上り框 桧無垢材 CL 50×100　詳細図示

木製巾木 杉無垢材 CL・EP-GW H=60　詳細図示

畳寄せ 杉素地　詳細図示

化粧面台 人造大理石加工　詳細図示

流し台類 流し台 ｺﾝﾛ一体型既製品 L1500×D600×H850◎

吊戸棚 W900×D375×H700

ﾌｰﾄﾞ W600×D590×H700 専用幕板共

水切棚 W900×D250×H500 棚板2段

付属品：1口IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀ,混合水洗,排水ﾄﾗｯﾌﾟ

◎

◎

◎

◎ 幕板 L900+370×H200　吊戸棚同仕様

◎ ﾐﾆｷｯﾁﾝ L900×D500×H1900　電気ﾋｰﾀｰ組込

◎ 製造所 東建ﾅｽｽﾃﾝﾚｽ 流し台,吊戸棚「ｱｾｯﾄ21 ｸﾛｽﾌｧｲﾝﾀｲﾌﾟ」,ﾌｰﾄﾞ「HBK-60K」

水切棚「MN-90L2」,ﾐﾆｷｯﾁﾝ「MK90B」,SUS製流し台「NS-2SL-156」

壁紙差込目地 ◎ 塩ﾋﾞ製既製品　詳細図示

製造所：ﾌｸﾋﾞ化学工業「ｸﾛｽ目地3-12」,創建「ﾋﾞﾆﾙｼﾞｮｲﾅｰ PHW-12」

樹脂製見切枠 ◎ ﾕﾆｯﾄバス用樹脂製見切枠

製造所：ﾌｸﾋﾞ化学工業「UB枠」,杉田ｴｰｽ「UB枠」

19 ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ ◎ ｱﾙﾐ製既製品(廻縁兼用ﾀｲﾌﾟ)耐荷重25㎏ 専用ﾌｯｸ,ﾜｲﾔｰ(ﾌｯｸ,ﾜｲﾔｰ個数：2ｹ/m)共　詳細図示

製造所：ﾀｷﾔ「ｺﾚﾀﾞｰﾗｲﾝC-1,CAﾌｯｸ,P2ﾊﾝｶﾞｰｾｯﾄA 1.5m」

18 階段手摺笠木

屋外：樹脂製34φ(屋外仕様)　　ﾌﾞﾗｹｯﾄ：ｱﾙﾐ押出型材(既製品,屋外仕様)

製造所：ﾅｶ工業「屋内：ﾋﾞﾆﾚｰﾝ O-34V,屋外：ｸﾞﾗﾊﾝ O-34G,AE-55」

25 屋外用2重床 ◎ 樹脂製束材乾式浮床工法　　床ﾊﾟﾈﾙ：PCﾊﾟﾈﾙ又はｺﾝｸﾘｰﾄ平板

製造所：日新工業「PFｼｽﾃﾑ」,田島ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ「FDﾊﾟﾈﾙ」

20 廻縁・見切縁類 ◎ 成型材廻縁：塩ﾋﾞ製既製品　詳細図示

製造所：創建「TV-9,TV-12」,ｼﾝﾜ「702号Y,703号Y」

◎ 下り天井見切縁：ｱﾙﾐ製既製品　詳細図示

製造所：創建「ｱﾙﾐA型 13」,ﾌｸﾋﾞ「ｱﾙﾐ見切A型13」

33 サイン工事 ◎ サイン詳細図による

図中、特記のない材料、仕上の仕様は本特記仕様書の当該章準用する。

製造所：ｺﾄﾌﾞｷ,岡村製作所,ｻﾝｳｴｲ

◎

15 鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 仕様：細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ　W=500×H25◎

　　　T-2　SUS製受枠共

製造所：ｶﾈｿｳ「QXB」,福西鋳物「FHEB」,第一機材「GNSN」◎

◎ 屋内：樹脂製34φ　　　　　　　ﾌﾞﾗｹｯﾄ：鋼製(金属工事)

◎

◎

◎

◎ SUS製流し台 L1500×D600×H800　2槽水切付ｼﾝｸ

ｻﾝｳｪｰﾌﾞ

◎ 床見切目地：SUSFB-4×12　HL仕上　詳細図示

ｶｰﾃﾝ受板 杉無垢材 EP-GW 25×100　詳細図示

製作業者◎

26 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ ◎ 亜鉛めっき鉄線ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　H=1800,2000　両開き門扉(W=1800,2000)共

製造所：朝日ｽﾁｰﾙ工業「PCﾌｪﾝｽ(亜鉛めっきｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾈｯﾄ)」,JFE建材「NR-4型」

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

27 補助手摺 軟質樹脂被覆既製品(ｽﾃﾝﾚｽ芯材)　34φ◎

◎ 製造所 TOTO A：T112CL1S,B：T112CW1,C：T112CU1,D：T112CP5R,E：T112CHK7

ﾅｶ工業

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ類

①U型側溝用鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　　T-2,T-6

②U型側溝用鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　　T-20(ﾎﾞﾙﾄ固定式)

③集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ   　　  T-2,T-6,T-20　WD寸法図示

化粧蓋

⑤集水桝用化粧蓋　　   　　 T-6　舗装材充填

L型集水桝

⑥L型集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　     T-6

◎ 製造所 ｶﾈｿｳ ①QXB　②QXBL　③QXC　④SQ-H-15　⑤SIW(P=15)　⑥QXF

福西鋳物

5 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ：198×98,98×98　厚：60,80　詳細図示◎

製造所：太平洋ﾌﾟﾚｺﾝ工業「ﾆｭｰﾍﾟﾌﾞﾙ ｶﾗｰﾀｲﾌﾟ」,太平洋ｾﾒﾝﾄ工業「ST2-N ﾌﾟﾚｲﾝ」◎

6 擬石平板舗装 平板：300×600　厚：60,80　詳細図示◎

製造所：太平洋ﾌﾟﾚｺﾝ工業「擬石平板」,日本興業「ﾍﾟｲﾌﾞﾛｯｸﾌｪﾌﾞ」,東洋工業「擬石平板ｼｮｯﾄ2」◎

7 ﾚﾝｶﾞ舗装 ﾌﾞﾛｯｸ：232×115　厚：60　詳細図示◎

製造所：伊藤忠ｾﾗﾃｯｸ,日本興業,五常産業「ﾐｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾞﾘｯｸ ﾍﾋﾞｰﾃﾞｭｰﾃｨｰﾍﾟｲﾊﾞｰ」◎

8 注意喚起・誘導ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ：300×300　厚：65　詳細図示◎

◎ 製造所：太平洋ﾌﾟﾚｺﾝ工業「新JIS型点字平板」,日本興業「視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ」

9 ﾀｲﾙ舗装 ﾀｲﾙ：144×144　厚：13　詳細図示◎

◎ 製造所：TOTO「ｺﾝｹｰﾄ 150角」,INAX「ﾋﾟｱｯﾂｧOX 150角平」,ﾀﾞﾝﾄｰ「ｸﾞﾗﾆｵﾝ」

10 真砂土舗装 土質系舗装安定材混入真砂土舗装(表層安定剤併用)◎

製造所：奥ｱﾝﾂｰｶ「ﾌﾟﾚﾐｱｴｰｽ,ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ」,ｽﾎﾟｰﾂﾃｸﾉ和広「ｽﾃｱG」,長谷川体育施設◎

２４

そ 

の 

他 

工 

事

2

ﾍﾞﾝﾁ-1 ◎

製造所：ｺﾄﾌﾞｷ「EX-12995K」,ﾎｸｼｮｳ「FB-0004」◎

鋳鉄製ﾌﾚｰﾑ埋込式既製品　座面：再生木

3

野外卓(ﾃｰﾌﾞﾙ・ﾍﾞﾝﾁ) ◎

製造所：ｺﾄﾌﾞｷ「EX-16195,EX-13195」,ﾎｸｼｮｳ「FT-0005N,FT-0059N」◎

鋳鉄製ﾌﾚｰﾑ埋込式既製品　座面,天板：再生木

4

連続ﾍﾞﾝﾁ ◎ 花崗石(水磨き仕上)張りﾍﾞﾝﾁ　　詳細図示

5

門扉類 ◎ 引　　戸 ｱﾙﾐ製既製品　H=1200

◎ 伸縮引戸 ｱﾙﾐ製既製品　H=1400

◎ 製造所：三協立山ｱﾙﾐ「引戸：ｸﾞﾗﾌｪｰﾄﾞR 60S,90S,伸縮引戸：ﾗｲﾃﾞｨｰﾄﾞR 1型 60S,80S」

　　　　東洋ｴｸｽﾃﾘｱ「引戸：ｼﾞｬﾝﾎﾞｽﾗｲﾄﾞAL型Bﾀｲﾌﾟ,伸縮引戸：ｱﾍﾟﾘｰﾄﾞAL型Bﾀｲﾌﾟ」

6

車止め ◎ ｽﾃﾝﾚｽ製上下式既製品　114.3φ×t=2.5

◎ 製造所：帝金「固定式：310,可動式：310S」,ｻﾝﾎﾟｰﾙ「固定式：LA-12K,可動式：LA-212KS」

7

掲揚ﾎﾟｰﾙ ｱﾙﾐ製手動式既製品　H=11m◎

◎ 製造所：ｻﾝﾎﾟｰﾙ「ﾊﾝﾄﾞﾙ型ﾌﾗｯｸﾞﾎﾟｰﾙ FHH-11U」」,昭和ｱﾙﾐﾋﾞｭｰﾃｯｸ「11EP-U」

8

ﾌｪﾝｽ類 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ12◎ 鋼製粉体塗装ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ 　H=1200　両開き門扉(W=2000)共

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ20◎ 亜鉛めっき鉄線ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ H=2000　両開き門扉(W=2000)共

◎ 製造所：朝日ｽﾁｰﾙ工業 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ12：朝日UNﾌｪﾝｽA型(50ｼﾘｰｽﾞ)　UN-A1200

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ20：PCﾌｪﾝｽ(亜鉛めっきｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾈｯﾄ)　A2000,A3000

　　　　JFE建材

２５

昇
降
機
設
備
工
事

乗用１１人乗　45m/min　その他昇降機設備詳細図による◎

◎ 製造所：日立製作所,三菱電機,ﾌｼﾞﾃｯｸ,東芝ｴﾚﾍﾞｰﾀ,日本ｵｰﾁｽ・ｴﾚﾍﾞｰﾀ

1 乗用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

ﾌﾛｱﾀｲﾌﾟ　積載量250㎏　出入口：貫通2方向　その他昇降機設備詳細図による◎

◎

2 小荷物用昇降機

1

④足洗場用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　　     歩行用

車道部(基層なし) 50

車道部 150ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

9

屋外体育施設器具等

ｻｯｶｰｺｰﾄ,ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ区画線用ﾎﾟｲﾝﾄﾏｰｸ◎

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ110,140◎ PC支柱,ｸﾚﾓﾅﾈｯﾄ張り(ｶｰﾃﾝﾈｯﾄ共)　H=11m,14m　詳細図示

ﾃﾆｽｺｰﾄ用ﾗｲﾝ,ﾈｯﾄﾎﾟｽﾄ,審判台,ｾﾝﾀｰｶﾞｲﾄﾞ◎

詳細図示

詳細図示

◎ 製造所：奥ｱﾝﾂｰｶ,長谷川体育施設,ｽﾎﾟｰﾂﾃｸﾉ和広

樹名札 樹脂製既製品　W168×H118◎

◎ 製造所：ｱﾎﾞｯｸ「ｱﾎﾞｯｸﾗﾍﾞﾙBﾀｲﾌﾟ」,ｱｽｺｯﾄ「ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞAﾀｲﾌﾟ」

24 定礎箱 銅板加工 W550×H350×D80　定礎銘板(銅板ｴｯﾁﾝｸﾞ加工)共◎

28 ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ 合成ｺﾞﾑ製既製品　90×90×H1000◎

◎ 製造所：ﾅｶ工業「NPC9090V」,ｱﾄﾗｽ「APC-9090(V)」,YM工業「YMPC-9090V」

表層 密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13)

5 屋上緑化ｼｽﾃﾑ 屋上緑化用多孔質人工土壌利用保水排水ｼｽﾃﾑ◎

製造所：東邦ﾚｵ「ﾋﾞﾊﾞｿｲﾙ ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾗﾝﾎﾞｰﾄﾞｼｽﾃﾑ」,積水化成品工業「ｿｲﾚﾝG ｽｰﾊﾟｰｿｲﾚﾝ工法」◎

　　　　ｱﾄﾗｽ　「屋内：ﾘﾝﾀﾞｰﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ №107,屋外：ﾘﾝﾀﾞｰﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ№107,S-60(N)」

　　　　YM工業「屋内：YMﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ YMO-34,屋外：YMﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ YMO-34,A-6063S-T5」

　　　　ﾀﾞｲｹﾝ「ﾋﾟｸﾁｬｰﾌﾘｰﾚｰﾙ FR20-1A,FP-DR,FYS20-1.5」

　　　　ﾆｯｹﾝﾌｪﾝｽ&ﾒﾀﾙ「KAB-180,KAB-200」

ｱﾄﾗｽ

A：NS-T7060,B：NS-B1,C：NS-U1,D：NS-S1,E：NS-CM2

A：SSH-602,B：SSH-301,C：SSH-400,D：SSH-635,E：SSH-107A

流し台,吊戸棚「ｻﾝﾌｧｰﾆTioⅡ 431ｼﾘｰｽﾞ」,ﾌｰﾄﾞ「BH-608」

ｸﾘﾅｯﾌﾟ 流し台,吊戸棚「ｺﾙﾃｨ ﾍﾞｰｼｯｸﾀｲﾌﾟVｼﾘｰｽﾞ」,ﾌｰﾄﾞ「UH-62」

 　　　　　INAX「ﾏｰﾍﾞﾘｲﾅｶｳﾝﾀｰ ﾍﾞｲｼｽ」

　　　　　 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝ「ｺｰﾘｰﾗｲﾄ ｲﾀﾘｱﾝｼﾘｰｽﾞ」

JIS Ｚ8210に規格された案内用図記号については、同規格に適合させること。

①FHEB,FHEA　②FHELD,FHELC　③FHMB,FHMC,FHMD　④FHMB

⑤SF　⑥FHWC

第一機材 ①GNS　②GHS　③GM　④GM　⑤LPSLM　⑥GR

ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ(不織布)◎

　　　　日本興業「ｴｺﾛｱｸｱNS」

　　　　三井金属鉱業「ﾈﾆﾌﾟﾗｽ」

　　　　四国化成工業「引戸：ﾕﾆｯﾄﾗｲﾝA1型、伸縮引戸：ｽﾀｯｸﾗｲﾝA1型」

　　　　ﾕﾆｵﾝ「固定式：NEX-114M-E,可動式：NEX-114M-E-S」

　　　　ﾆｯｹﾝﾌｪﾝｽ&ﾒﾀﾙ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ12：ﾈｵﾛｰﾀﾌｪﾝｽA型 NER-4型

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ20:ﾆｭｰﾗｳﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ NR-4型

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ12：Nｽﾃﾗﾌｪﾝｽ NSTL-120

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ20：丸ﾊﾟｲﾌﾟﾌｪﾝｽ MPﾀｲﾌﾟ MP-200,MP-300

製造所：日立製作所,三菱電機,ﾌｼﾞﾃｯｸ,東芝ｴﾚﾍﾞｰﾀ,日本ｵｰﾁｽ・ｴﾚﾍﾞｰﾀ

30 映写ｽｸﾘｰﾝ 手動巻上式既製品　ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ：◎ 映写ｽｸﾘｰﾝA　W2032×H1524，映写ｽｸﾘｰﾝB　W1500×H1500

製造所：◎ 青井黒板「A：AKM-100,B：ASM-15」

ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ

日学

木製ｶｳﾝﾀｰ 造作用集成材 CL 詳細図示

木製ﾍﾞﾝﾁ 造作用集成材,杉羽目板加工 CL 詳細図示

32 学校家具工事 ◎ 学校家具詳細図による

図中、特記のない材料、仕上の仕様は本特記仕様書の当該章準用する。

製造所：西尾家具工芸社,ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ

　　　　東洋工業「位置・誘導表示平板」

取付下地に応じ各メーカー仕様の取付方法（補強材込）とする。

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.



吉井　和男

位置図・附近見取図　
1/2000

149681

2006181

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士
A010

附　近　見　取　図 1/2000

敷地位置

蔵本駅 佐古駅

徳島駅

眉山

徳島県庁

位　置　図 1/30000

計画敷地

地名地番：徳島県徳島市北矢三町２丁目３９番他

徳島県立障害者交流プラザ

徳島県中央高校

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.
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担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当 2006.3.8.

(別途工事）
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担　当

設計番号 図面番号工事名称

縮　尺

図面名称一級建築士
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課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当
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　凡　　例　
種　　別 名　　称 記　　号 備　　考

アスファルト舗装-6ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 T-6AS-6

ｺﾝｸﾘｰﾄ系園路工

ILH-Bインターロッキング舗装-B ３色混合　　T-6

コンクリート舗装-15 CH-15 ハケ引き仕上げ

門扉工 西門-2 NMP-2 大型伸縮引き戸

南門-2 MMP-2 大型引き戸

M

2006.3.8.
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（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

（本工事）

（本工事）

0.06

スロープ無し

インターロッキング舗装-A ILH-A ３色混合　　T-2
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民家

民家 民家倉庫

民家
民家

駐車場

民家

工場

工場

民家

駐車場

集合住宅

ｽﾄﾘｰﾄ

1/15

0.12

-0.31

0.370.40

吉井　和男

２期工事　外構施設平面図　その２

2006181

1/500

149681

担　当

設計番号 図面番号工事名称

縮　尺

図面名称一級建築士
A014

0.20

0.00

0.00

0.19

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾌﾟﾗｻﾞ

0.44 125 0.44

0.15

0.21

0.42

0.09

0.12

0.500.150.15

0.11

0.09

0.48
0.33

0.35

0.21

0.28

0.40

0.50

0.43

0.45

-0.05

0.11

（近隣）

（近隣）

（近隣）

（近隣）

（近隣）
（近隣）

（近隣）

（近隣）
（近隣）（近隣）

（近隣）
（近隣）

（近隣）

（近隣）

（近隣）

（近隣）

0.09

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

0.36

0.30

0.30

0.30

0.05

0.05

EV

材料試験実習室 ﾒｶﾄﾛ実習室

溶接実習室 NC加工実習室

高電圧実習室

電子応用実習室

測
量
準
備
室

鋳造実習室

鍛造実習室

準備室

機械加工実習室

測量実習室 材料実習室 土質実習室 就職指導室

技師室

電気機器実習室

電力実習室

進学指導室

内燃機関実習室

材料加工・木工実習室

浄
化
槽
機
械
室

立体ﾃﾞｻﾞｲﾝ
実習室

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
材料室

会議室

校長室

事務室

人権教育室

教育相談室

保健室

資料室

サブエントランス

エントランスホール

展示室

倉庫

消
火
ポ
ン
プ
室

125

125

125
125

125

125 125

125

125 125 125

125

125

125

125

125 125

125

100

100

100

100

100

100

100

100

125125

倉庫
体育

駐輪場
（505台）

100

100

100

100

100

100

100 100

0.40

0.08

第 1 期工事

第 2 期工事

第 1 期工事

第 3 期工事

第 1 期工事第 2 期工事

第 1 期工事 既設建築
第 3 期工事

既設建築

0.31

0.38

0.15

1.70

0.33

-0.20

-0.02

-0.13

0.05

0.15

-0.03

-0.10

0.05

-0.10

0.01

0.16

0.09

0.09

0.02

-0.05

-0.09

M

2006.3.8.

（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

（別途工事）

（本工事）

（本工事）

0.06

　凡　　例　
種　　別

CE-1園路縁石工 コンクリート縁石-1

CE-2コンクリート縁石-2 H=20

H=0

CE-3コンクリート縁石-3 H≦150

名　　称 記　　号 備　　考

車庫

新設建物(１期工事)

新設建物(２期工事)

Ｎ

第 1 期工事

第 2 期工事

第 1 期工事

第 3 期工事

第 1 期工事第 2 期工事
第 1 期工事

既設建築
第 3 期工事

既設建築

駐輪場

渡り廊下

ゴミ
置場

(別途工事）

(別途工事）

(別途工事）

(別途工事）

(別途工事）
(別途工事）(本工事）

(本工事）



体育館

リフティング場
ウエイト

道路境界線

隣地境界線

市道北矢三２丁目東本線

道路境界線

（バス停）

アーチェリー
弓道場

N

練習場
重機

グラウンド

東駐車場

受水槽

(既存)

(既存)

(既存)

市道佐古矢三春日線

（幅員４ｍ）

（幅員４ｍ）

下部浄化槽
(34台）
南駐車場

0.50 0.44

0.50

0.20
0.21

0.42

-0.06

0.18

0.15

0.50

0.00

0.17

0.30

0.03

0.21

0.07

0.30

0.33

0.35

0.40

0.44

0.15

道路境界線

(124台）

車庫

テニスコート

-0.27

0.33

ｱｸﾃｨﾌﾞ

寄付車路

中庭２

置場
ゴミ

ﾌﾛﾝﾃｰｼﾞﾋﾟﾛﾃｨ

（屋外）

0.42

ｽﾄﾘｰﾄ

1/15

0.12

-0.31

0.370.40

吉井　和男

２期工事　雨水排水平面図

2006181

1/500

149681

担　当

設計番号 図面番号工事名称

縮　尺

図面名称一級建築士
A015

0.20

0.00

0.00

0.19

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾌﾟﾗｻﾞ

0.44 0.44

0.15

0.21

0.27

0.09

0.12

0.500.150.15

0.11

0.09

0.48
0.33

0.40

0.35

0.21

0.28

0.40

0.50
0.43

0.45

0.22

-0.05

0.11

0.12

0.09

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

0.36

0.30

0.30

0.30

0.05

0.05

EV

材料試験実習室 ﾒｶﾄﾛ実習室

溶接実習室
NC加工実習室 高電圧実習室

電子応用実習室

測
量
準
備
室

鋳造実習室

鍛造実習室

準備室

機械加工実習室

測量実習室 材料実習室 土質実習室 就職指導室

技師室

電気機器実習室

電力実習室

進学指導室

内燃機関実習室

材料加工・木工実習室

浄
化
槽
機
械
室

立体ﾃﾞｻﾞｲﾝ
実習室

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
材料室

会議室

校長室

事務室

人権教育室

教育相談室

保健室

資料室

サブエントランス

エントランスホール

展示室

倉庫

消
火
ポ
ン
プ
室

125

125

125
125

125

125 125

125

125 125 125

125

125

125

125

125 125

125

100

100

100

100

100

100

100

100

125125

倉庫
体育

駐輪場
（505台）

100

100

100

100

100

100

100 100

0.40

0.08

第 1 期工事

第 2 期工事

第 1 期工事

第 3 期工事

第 1 期工事第 2 期工事
第 1 期工事 既設建築

第 3 期工事
既設建築

0.31

0.38

0.15

1.70
1:3.5

0.33

-0.20

-0.02

-0.13

0.05

0.15

-0.03

-0.10

0.05

-0.10

0.01

0.16

0.09

0.09

0.02

-0.05

-0.09

A-1

A-10a

A-2

A-9a

A-3

A-4

A-5

A-6a
A-6

A-7

A-8

A-9

A-10

A-3a

D-1D-2

D-3

E-1E-2

E-3

F-1

G-1G-7
G-8

G-8aG-8b

H-1

H-2

H-3

H-4

H-4a
I-1

J-1

K-1

L-1

M-1

M-2

M-3

M-4

O-1

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-6 P-7
P-8

P-8a

P-9

P-9a

P-9b

P-10

P-11

既設桝

P-12

P-13

Q-1

R-1

既設 1

既設 2

既設 3

E-4

　凡　　例　
種　　別

側溝工

集水桝工

管渠工

名　　称 記　　号 備　　考

塩ビ管-150 VP150

A-1

○

W=350L-35Ｌ型側溝

横断溝-30A OD-30A W=400 Ｔ-6

W=350LS-35皿溝

GM-A2集水桝-A2

GM-A6集水桝-A6

グレーチング蓋 T-2

グレーチング蓋 T-6

コンクリート蓋 T-2

化粧蓋　　　　 T-6KM-A6化粧桝-A6

LM-A6Ｌ型桝-A6 グレーチング蓋 T-6

PCM-Aコンクリート桝-A

C-1

C-2

C-3

C-4

C-5 C-6

C-7 C-7a

C-8a B-5
B-6

C-2a

B-1

B-2

B-3

B-4

B-8

B-9

B-10

C-8b

C-11

C-12a

C-12

C-13

C-14

C-10 C-9
C-8

B-7

塩ビ管-200 VP200

G-2G-3

G-4aG-5
G-6a

P-4a

P-4b
G-2aG-3a

G-4

G-5b

G-5a

G-6

G-7a

P-3a

P-3b

P-1b

A-0

2006.3.8.

(別途工事）

(別途工事）

(別途工事）

(別途工事） (別途工事）
(別途工事）(本工事）

(本工事）



50

吉 井 和 男

149681

2006181

２期工事　外構詳細図　その１
A016

担　当 図面名称

縮　尺

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

図　示

工事名称設計番号
2006.3.8.



吉 井 和 男

149681

2006181

２期工事　外構詳細図　その２
A017

担　当 図面名称

縮　尺

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

図　示

工事名称設計番号

徳島科学技術高等学校校章

2006.3.8.



吉井　和男

外構撤去図

2006181

1/500

149681

担　当

設計番号 図面番号工事名称

縮　尺

図面名称一級建築士
A018

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

20
4 0
0

74
45

57
70

71
85

市道北矢三２丁目東本線
（幅員４ｍ）

市道佐古矢三春日線

（幅員４ｍ）

主要地方道徳島鴨島線（幅員２６ｍ）

20
00

10
60
0

97 50

12 100

30 00
2

4

1

5

6

7

１期工事

○　外構工事に伴う撤去工事

1

２期工事

３期工事

2

4

5

6

7

撤去範囲

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

ＣＢ塀　ＲＣ基礎 立上り　H＝300

ＣＢ積み　H＝1200

鋼製門扉　　H＝1000 W＝5770

　　L-50×50×6　2本

鋼製ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　H＝2400 

（ﾒｯｼｭ部：H＝1000より2400まで）

ＲＣ基礎　300×300×600 12ヶ所

ＣＢ塀　ＲＣ基礎 立上り　H＝300 　

ＣＢ積み　H＝1200

鋼製ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　H＝4000  W＝2000

（ﾒｯｼｭ部：H＝1000より4000まで）

ＲＣ基礎　300×3000×600 2ヶ所

各W＝14630　（見付幅）

撤去
舗装

ＲＣ塀　Ｈ＝800　Ｗ＝10600 　

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

ア150

Ｈ＝650

ＣＢ塀　ＲＣ基礎 立上り　Ｈ＝300 　

ＣＢ積み　Ｈ＝1000

鋼製ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　Ｈ＝8000 Ｗ＝10000

（ﾒｯｼｭ部：Ｈ＝1000より8000まで）

ＲＣ基礎　400×1400×600　6ヶ所

ＣＢ塀　ＲＣ基礎 立上り　Ｈ＝300 　

ＣＢ積み　Ｈ＝1000

鋼製ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　Ｈ＝8000 Ｗ＝12000

（ﾒｯｼｭ部：Ｈ＝1000より8000まで）

ＲＣ基礎　400×1400×600　7ヶ所

Ｗ＝9750

W＝2000

Ｗ＝12100

ＣＢ塀　ＲＣ基礎 立上り　Ｈ＝300 　

ＣＢ積み　Ｈ＝1000

Ｗ＝3000

各部について他工事(各解体工事、各工事の仮設工事)との

Ｌ型側溝　（既存駐車場）　Ｗ＝9750

Ｌ型側溝　（既存駐車場）　Ｗ＝12100

外構撤去工事範囲図

工事範囲及び適切な施工時期の調整を十分行なうこと。

他別図による

１　部詳細図　 1/30

４　部詳細図　 1/30
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1-D13

誘発目地　@1,800
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撤去範囲

15
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400100 100

CB塀詳細図 1/50

60
0

コンクリ－ト打ち放し
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50
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70

▽
隣
地
境
界
線

17
00

花壇、ｺﾝｸﾘｰﾄ塀撤去　基礎共　

植栽撤去　(ツツジ類）密植

詳細図による

範囲詳細図による

植栽

41000

5900 4550 3250 22000 5300

97
0

15
50

3150

1/500

（CB塀）

（RC塀）

塗装合板型枠

３　部詳細図　 1/30

3

3

歩道舗装　撤去

Ｌ型側溝　撤去

詳細図による

詳細図による

仮花壇壁

100001050 1050

LF-50

1/20仮花壇壁
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0
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0
50
0

345
50

150150

（撤去）

（撤去）

（撤去）

6000

仮花壇壁　撤去 詳細図による

花壇撤去

鋼製

控壁＠2000
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0
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0

20
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0

50

240 500

180

50

1/10L 型側溝復旧

(撤去）

2000

舗装 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　ｱ 100  

H=0.5 W=0.5 12本

1-D13

×

× ×

D10-200@

1-D13

 D10 @200 ｼﾝｸﾞﾙ縦横共　15㎡　

　　ﾚｰﾙ・基礎

D200×W800×L6000　Ｄ10＠200　ｼﾝｸﾞﾙ縦横共

2006.3.8.

(別途工事）

(本工事）

(別途工事）

工事用仮設舗装を撤去



体育館

リフティング場
ウエイト

道路境界線

主要地方道徳島鴨島線（幅員２６ｍ）

隣地境界線

市道北矢三２丁目東本線

道路境界線

（バス停）

アーチェリー
弓道場

N

練習場
重機

グラウンド

東駐車場

受水槽

(既存)

(既存)

(既存)

市道佐古矢三春日線

（幅員４ｍ）

（幅員４ｍ）

下部浄化槽
(34台）
南駐車場

道路境界線

(124台）

車庫

テニスコート

ｱｸﾃｨﾌﾞ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ通路

寄付車路

中庭２

置場
ゴミ

ﾌﾛﾝﾃｰｼﾞﾋﾟﾛﾃｨ

（屋外）

ｽﾄﾘｰﾄ

1/15

吉井　和男

2006181

149681

担　当

設計番号 図面番号工事名称

縮　尺

図面名称一級建築士

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾌﾟﾗｻﾞ

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

EV

材料試験実習室 ﾒｶﾄﾛ実習室

溶接実習室 NC加工実習室

高電圧実習室

電子応用実習室

測
量
準
備
室

鋳造実習室

鍛造実習室

準備室

機械加工実習室

測量実習室 材料実習室 土質実習室 就職指導室

技師室

電気機器実習室

電力実習室

進学指導室

内燃機関実習室

材料加工・木工実習室

浄
化
槽
機
械
室

立体ﾃﾞｻﾞｲﾝ
実習室

ﾃﾞｻﾞｲﾝ
材料室

会議室

校長室
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平成１９年度　　電気工事仕様書

Ⅰ．工 事 名 称

Ⅱ．工 事 場 所

Ⅲ．建 物 概 要 建物名称　総合技術高等学校（仮称） 構造：ＲＣ造 階数：地上５階
建築基準法による延べ面積（㎡）：20,183.31㎡ 消防法施行令別表第一の区分：（７）項　高等学校

Ⅳ．工 事 種 目
 ・構内配電線路設備　　　　　外灯設備を設置する。

Ⅴ．共 通 仕 様 　特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備
工事編）（平成１９年版）」（ただし，改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成１９年版）」）及び
「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成１９年版）」による。なお，本工事が建築工事又は機械設備工事を含む場合は，
それぞれの工事に係る標準仕様書による。
　また，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針（平成１９年版）」を参考とする。

Ⅵ．特 記 仕 様 １ 1. 本工事に必要な工事用電力，水などの費用及び官公署への諸手続などの費用は本工事に含む。
（一般共通事項） 官公署その他への届出手続等は（標仕 <1>1.1.3）により行う。なお，（監理指針 <1>1.3.4)を参考とする。

自家用電気工作物の保安規程　（・(1)本工事に関し定める　　　・(2)既存施設の保安規程を適用（増築等）　）
上記で(1)の場合の工事，維持，運用に関する保安業務　（・本工事　　　・別途　 ）
本受電後引渡しまでの基本料金  （・本工事　　　・別途  ）
2. 工事写真はしゅん工，着工前，機材，施工状況の順に写真帳に整理し，１部提出する。しゅん工については，工事目的物の
状態が，また，機材，施工状況等については，不可視部分の出来形が，写真で的確に確認できること。

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改定第２版）－建築設備編－」を参考とする。
3. 完成図は２つ折製本２部及びマイクロフィルム１部を提出する。なお，ＣＡＤで作成した場合は，データを電子媒体で提出する。
4. 工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し，監督員に提出する。また，品質計画及び
工種別の施工計画書並びに施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し，監督員に提出する。品質計画及び施工図等に
ついては，監督員の承諾を受ける。（標仕 <1>1.2.2，<1>1.2.3 ）品質管理は，適切な時期に，品質計画に基づき，確認，試験又は
検査を行う。結果が管理値を外れるなど疑義が生じた場合は，品質計画にしたがって，適切な処理を施す。また，その原因を
検討し，再発防止のための必要な処置をとる。（標仕 <1>1.3.4，監理指針 <1>1.5.5 )
使用する機材が，設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料（製作図，試験成績書を含む）を監督員に
提出する。（ＪＩＳマーク等表示品を除く）（標仕 <1>1.4.2）
5. 設計図書に疑義が生じたり，現場の納まり又は取合い等の関係で，設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じた
ときは，「疑義に対する協議等」(標仕 <1>1.1.8)による。
6. 本工事の施工にあたっては，各工事に係る職種の技能士を努めて活用する。
7. 本工事の施工及び管理にあたり法規上必要となる有資格者については，工事着手前に資格者名簿を提出する。

8. 本工事の一部について下請業者を使用する場合は，その工事の施工に十分な能力と資格を有した者とする。
9. 機器類は，図示する形状又は配管などの取出し位置等により，特定製造者の特定の製品を指定若しくは限定しない。
10.既存のコンクリート床，壁等の配管貫通部の穴明けは，原則としてダイヤモンドカッターによる。(改修標仕 <1>2.9.3)
梁，スラブ等の構造体貫通の場合は，施工方法について監督員の確認を受けた後に施工する。
11.本工事の施工に伴い既成部分を汚染又は損傷した場合は，既成にならい補修する。
12.他工事との取り合いは下表による。

工　事　項　目 建築工事電気工事 管工事 空調工事別途工事 備　　　　考
はり貫通部のスリーブ ○ ○ ○
同上補強 ○
盤・便器等の箱入れ ○ ○ ○
同上補強 ○

○
同上補強 ○

13.発生材の処理等は，「発生材の処理等」(標仕 <1>1.3.6)により行う。
 ・工事着手時に，指定様式の再生資源利用促進計画書を，また，工事完了時に同実施書を監督員に提出すること。
 ・本工事が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）」の対象建設工事に該当する場合は
   同法の規定に基づく届出，再資源化等の実施及び報告を行う。
 ・本工事は，同法に規定する対象建設工事に　（・該当する　　　・該当しない）
 ・空調機等の撤去処分を行う場合は，フロン系冷媒について，回収，及び破壊処理を行う。
   家電リサイクル法に該当する機器については，家電リサイクル法により処理すること。
 ・ＰＣＢを含む機器は，調書を添えて引き渡しとする。
   なお，諸般の事情により上記の処分許可業者で処分できない場合は，他の許可業者であれば，処分しても差し支えないが，
   増額変更の対象とはしない。また，コンクリート・アスファルト類の搬出先については，中間処理施設のみとする。
 　木材については，50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。
14.火災保険等（火災保険，建設工事保険その他の保険（これに準ずるものを含む。））

 ・対象物　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）について付保する。
 ・付保除外工事　次ぎに掲げる単独工事については，付保を除外できる。
   (1)杭及び基礎工事
   (2)コンクリート躯体工事
   (3)屋外付帯工事
   (4)その他実状を判断のうえ必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）
 ・付保する時期及び金額
　鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に，木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に，請負金額相当額を付保する。
 ・保険終期
　工事完成期日に１４日を加えた期日とする。なお，工事延伸した場合には，保険の期間も延長する。
 ・その他
　付保する時期以降に出来高払を行う場合は，請負者は保険契約の証券の写しを出来高払の書類に添付する。
15.履行ボンド（当初設計金額５００万円以上の工事）
 ・この工事は，契約に当たり従来の工事完成保証人の代わりに，次の契約を行うこと。

   (1)契約保証の種類
      ①契約保証金の納付
      ②銀行等の金融機関保証
      ③前払保証事業会社の保証
      ④公共工事履行保証証券（履行ボンド）による保証
      ⑤履行保証保険（定額てん補方式）契約の締結
     上記５種類のうち，１つを選択すること。２種類以上の組み合わせはできない。
   (2)保証の額
      ①　工事請負代金額（消費税込み）が１０億円以上の工事の場合又は低入札基準価格を下回る価格で契約締結する
　　　　場合は工事請負代金額（消費税込み）の１０分の３以上
      ②　①以外の工事の場合は工事請負代金額（消費税込みの１０分の１以上）

Ｈ２１営繕　徳島科学技術高等学校　徳・北矢三　外構工事
   (3)契約締結日
        落札決定後，７日（入札日を含む）以内に契約締結できなければ，原則的に落札は無効となる。
　　　なお，金融機関等の保証契約を締結するためには，数日間の事前調査期間が必要であるので，入札前の早い時期に
　　　審査申し込みをしておくこと。場合によっては，７日以内に保証契約ができない場合がある。
16.公共事業労務費調査に対する協力
本工事が，公共事業労務費調査の対象工事となった場合は，請負者は，調査に協力すること。また，本工事の工期経過後に

おいても，同様とする。
17.工事実績情報の登録
請負金額が５００万円以上の工事については，工事実績情報を登録する。（ＣＯＲＩＮＳ登録）
18.低入札価格制度の調査基準価格を下回って落札した工事　（請負対象工事額（設計金額）が７，０００万円以上の工事）
本工事が，低入札価格制度の調査基準価格を下回って落札した場合において，施工体制台帳の内容についての重点的な
ヒアリングを発注者から求められたときには，請負者の代表者，支店長，営業所長等（以下「請負者」という。）
は応じなければならない。
また，施工計画書の内容についての重点的なヒアリングを発注者から求められた場合には，請負者は応じなければならない。
19.最低制限価格で落札した工事　（請負対象工事額（設計金額）が２，５００万円以上の工事）
 ・請負対象額が２，５００万円以上の工事において，最低制限価格で落札した工事（以下「重点監督工事」という。）については，
   工事目的物の品質確保を目的に，重点的に監督業務及び聞き取り調査を行う。
 ・重点監督工事について，請負者は，その落札額の積算根拠等について記載した調査回答書（施工計画書を含む。）を作成し，
   契約締結後１４日以内に監督員に提出しなければならない。

 ・請負業者は，調査回答書及び工事施工中の状況の確認のついて監督員又は監督補助員から説明を求められたときは
   これに応じなければならない。
20.施工体制台帳の提出等
 ・請負者は，請負金額が２００万円以上の工事については，施工体制台帳・再下請負通知書・施工体系図（以下，「施工体制台帳」
   という。）を自らの責任において作成・保存を行わなければならない。
 ・請負者は，施工体制台帳を契約後１４日以内に監督員に提出し，施工体系図については，工事関係者が見やすい場所及び
   公衆が見やすい場所に掲示しなければならない。また，施工体制台帳の内容が変更になった場合は，変更日から５日以内に
   監督員に変更した施工体制台帳を提出し確認を受けなければならない。ただし，提出日については，監督員の承諾を
   得た場合はこの限りではない。
 ・請負者は，再下請負通知書を提出する旨の書面を，工事現場の工事関係者が見やすい場所に掲示する。
21.請負者は，別添の「現場代理人及び主任技術者等選任通知書」（以下「選任通知書」という。）を請負金額が2,500万円
（建築一式は5,000万円）以上の工事については，入札後，契約前に契約担当者に，2,500万円（建築一式は5,000万円）未満の
工事については，契約後７日以内に監督員に提出しなければならない。また，この選任通知書の内容が変更になった場合は，

変更日から５日以内に監督員に変更した選任通知書を提出し確認を受けなければならない。
なお，請負金額が2,500万円（建築一式は5,000万円）以上の公共工事における専任の主任技術者（監理技術者含む）は，
入札以前に請負者と３ヶ月以上の雇用関係があること。
22.請負代金の中間支払いについては，徳島県県土整備部営繕課作成の工程段階支払率による。
23.請負者は，本工事の全部若しくは一部について，指名停止期間中の有資格業者と下請契約を締結してはならない。
（なお，有資格業者とは，建設工事の請負契約に係る一般競争入札及び指名競争入札参加資格審査要綱（昭和５８年１月１８日
徳島県告示第５０号）第５条の規定により参加資格の認定を受けた者をいう。）
24.請負者は，本工事の一部を下請に付する場合には，徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように
努めなければならない。なお，請負対象工事額（設計金額）が1億円以上の工事については，徳島県内に主たる営業所を
有するもの以外と下請契約する場合は，県内営業所を選定しない理由を記した理由書を発注者に提出しなければならない。
25.暴力団等からの不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）の排除
(1)請負者は，受注工事に関し，暴力団等から不当介入を受けた場合（(2)に規定する場合は，下請負人から報告があった
   とき）には，その旨を直ちに発注者に報告するとともに，併せて所轄の警察署に届け出ること。
(2)請負者は，受注工事の一部について，他の建設業者に下請負させた場合においては，当該下請工事の施工に関 し，

  下請負人が暴力団等から不当介入を受けたときは，請負者にその旨を報告することを義務付けること。
(3)請負者は，発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じること。
(4)請負者は，排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合には，発注者と工程に関する協議を
   行うこと。
(5)請負者は，発注者と工程に関する協議を行った結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，徳島県公共工事標準
   請負約款（以下「約款」という。）第２１条の規定により，発注者に工期延長の請求を行うこと。
(6)請負者は，暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届を速やかに所轄の警察署に
   提出すること。請負者は，当被害により工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する協議を行うこと。
   その結果，工期に遅れが生じる認められた場合は，請負者は，約款２１条の規定により，発注者に工期延長の請求を行うこと。
26.工事現場において，現場代理人，監理技術者，主任技術者は確認のため，名札を着用する。
27.耐震施工
 ・局部震度法による機器（水槽類を含む）の設計用標準水平震度は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説平成８年版」
   による。（監理指針　参考　資料－４）

 ・耐震安全性の分類　（・特定の施設　　・一般の施設　）
 ・建築設備の耐震安全性の目標　（・甲　　・乙　）
 ・重要機器　（・配電盤　・自家発電装置　・交換機　・直流電源装置　・ＵＰＳ
      　　　　　　 ・中央監視制御装置　・構内情報通信網装置　・総合盤列盤　　　　　　　　　　　　　　）
28.風圧荷重計算
 ・対象機材　（・屋外ポール灯　・避雷針支持管　・テレビアンテナマスト　・　　　　　　　　　　　　　　）
29.強度計算
 ・対象機材　（・ブロックマンホール及びハンドホール　・自家発電装置配管類支持材
　                 ・ケーブルラック支持材　・垂直ケーブルの最終端支持材　・　　　　　　　　　　　　　　　）
30.土工事の残土処分　（・構外に搬出し適切に処理　土壌検査を本工事で（・行う（　　箇所）　・行わない）
 　　　　　　　　　　　　　　・構内敷きならし　・構内の指示場所に集積　）
31.コンクリート工事
 ・受変電基礎　（・強度試験（・試験機関　・ＪＩＳ工場）　・調合強度３Ｎの割増　　・調合表提出

　　　　　　　　　　 ・気温による補正　・ｱﾙｶﾘ骨材反応抑制対策確認　　・鉄筋材料の規格品証明書提出　　）
32.揮発性有機化合物を使用した材料の使用制限
 ・塗料は，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼンを発散しないか，発散が極めて少ないものとする。

Ⅶ．特 記 仕 様 ２ 1. 最上階の天井配管は，原則として二重天井内のいんぺい施工とし，屋上スラブへの埋め込みは行わない。
（最上階が二重天井の場合に限る。）

2. 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には1.2㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入する。（標仕 <2>2.2.8，<2>2.12.4) 

3. フラッシュプレートの材質は新金属製とする。

4. カバープレート及びプルボックス蓋には，シール等で要途別表示を行う。なお，屋外部分の表示は，エッチング文字とする。

5. 盤内，幹線プルボックス内，ケーブルラック上の要所，マンホール・ハンドホール内，その他の要所には，合成樹脂製，

ファイバ製等の表示札等を取付け，回路の種別，行先等を表示する。（標仕 <2>2.2.9，<2>2.12.5)
なお，屋外露出部分及びマンホール・ハンドホール内等耐候性を必要とする箇所の表示は，エッチング文字とする。

6. 屋外の金属製防水形プルボックスは焼付塗装とする。

7. スリーブ材料は原則として水密を要する箇所はつば付き鋼管，地中部分で水密を要しない箇所は硬質塩ビ管，それ以外は
亜鉛めっき鋼板とする。（標仕 <1>2.8.1，標準図 電力 138，監理指針 <1>2.8.1，<2>2.1.13）

8. 分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線で，配線経路，電線太さ，電線本数，管径などは監督員との協議により
図面表示と多少相違させてよい。

9. 分電盤からの予備配管として，分電盤の予備回路数（スペースを含む）に応じた配管を天井裏まで立上げる。

10.ＥＤ 接地極の材料はＥＢとしＤ＝１０，Ｌ＝１５００とする。

接地極の埋設位置には，屋外灯のポール等で埋設位置が明確な場合を除いて接地極埋設標を設ける。

11.ＰＦ管は波付一重管，タイプ－２５とする。

13.屋上，屋側及びピット内の支持金物等はステンレス製（ＳＵＳ３０４）または，溶融亜鉛メッキ製とし，塗装は行わない。

14.あと施工アンカーボルトは，原則としておねじ形メカニカルアンカー又は樹脂製アンカーとし，屋外に使用するものは
ステンレス製（ＳＵＳ３０４）とする。

15.次の部分の露出する電線管，支持金物，架台等は塗装を行う。　（・一般居室，廊下等　　　・屋外　　　・              ）
亜鉛めっき金属電線管はエッチングプライマー１種（JIS-K-5633）による化学処理を行った後調合ペイント２回塗りとする。

16.地中管路の埋設深さは 0.6 m 以上とし，高圧地中配線以外も埋設標識シートにより埋設標示を行う。

17.掘削作業に際して，事前に当該作業範囲内の埋設物，特に電力，通信，ガス及び水道等の埋設経路の調査を行う。

18.改修又は増設工事等において，既設配線との接続が本工事に含まれる場合は，工事着手前及び工事完了後に既設配線の
絶縁抵抗を測定する。

19.分電盤等において，外部から分岐回路の接地線を接続する端子又は銅帯は，分岐回路の配線用遮断器等又はニュートラル
スイッチの負荷側の近くに設ける。（標仕 <1>1.6.4）
単線接地線の接続には，セルフアップねじ等電線じか接続可能な端子とすることが望ましい。

20.太さ１４mm２以上の電線をターミナルラグ（圧着端子）により機器に接続する場合は，増締確認の表示を行う。(標仕 <2>2.1.2) 

21.電線，ケーブル（盤内を含む）のふ設にあたっては，周囲温度状況並びに電線類の多本数結束等により，設計許容電流が
減少しないか確認のうえ施工する。

22.機材の検査に伴う試験のうち，製造者において試験方法を定めている項目については，試験要領書を提出する。

23.通信・情報設備の弱電流電線について，絶縁抵抗測定を行う。(標仕 <6>2.28.2）

24.自家用電気工作物の保安規程に基づき，電気主任技術者による工事中の点検，並びに工事完成時の検査を実施し，
成績書を提出する。

Ⅷ．機 材 等 指 定　本工事に使用する機材等は下表による。（○印のある項目について適用する）

機　材　名 製　　　造　　　業　　　者　　　名
○ 電線管類・同附属品 　ＪＩＳマーク表示品
電　線・ケーブル 　ＪＩＳマーク表示品又はＪＩＳ，ＪＣＳ等規格品
耐火・耐熱ケーブル 　消防庁告示による表示品
配線器具 　ＪＩＳマーク表示品又はＪＩＳ等規格品
分電盤・制御盤 一光電機㈱，㈱かわでん，河村電器産業㈱，香東電機㈱，山英電機㈱
端子盤 四変テック㈱，ダイシン電機㈱，テンパール工業㈱，内外電機㈱，日東工業㈱

松下電工㈱
キュービクル式配電盤 一光電機㈱，㈱かわでん，香東電機㈱，山英電機㈱，四変テック㈱

㈱正興電機製作所，ダイシン電機㈱

高圧スイッチギヤ ㈱かわでん，＊香東電機㈱，四変テック㈱，＊白川電機製作所㈱，㈱正興電機製作所
ＣＷ，ＰＷ形 ㈱高岳製作所，㈱東　　芝，* 内外電機㈱，日新電機㈱，㈱日立製作所

富士電機システムズ㈱，三菱電機㈱，㈱明　電　舎　　　（ * 印はＣＷ形に限る。）
照明器具 岩崎電気㈱，大光電機㈱，東芝ライテック㈱，㈱日立製作所，松下電工㈱，三菱電機照明㈱

山田照明㈱，* 金門電気㈱，* 日本電池㈱，* 小糸工業㈱（ * 印はＨＩＤ灯に限る。）
換気扇 東芝キヤリア㈱，㈱日立製作所，松下電器産業㈱，三菱電機㈱
電気時計装置 シチズンＴＩＣ㈱，セイコータイムシステム㈱，松下電工㈱
拡声装置 Ｔ　Ｏ　Ａ㈱，東芝ライテック㈱，日本ビクター㈱，日本無線㈱，不二音響㈱，松下電器産業㈱
テレビ共聴機器 ＤＸアンテナ㈱，東芝ライテック㈱，㈱日立国際電気，日本アンテナ㈱，マスプロ電工㈱，松下電器産業㈱
呼出し装置 アイホン㈱，㈱ケアコム，東芝ライテック㈱，㈱日立製作所，松下電器産業㈱
インターホン 松下電工㈱，三菱電機㈱，Ｔ　Ｏ　Ａ㈱
火災報知器 日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの
ﾏﾝﾎｰﾙ･ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ蓋 ㈱一　　中，伊藤鉄工㈱，カネソウ㈱，㈱工技研究所㈱，小島製作所

昭和機器工業㈱，第一機材㈱，ダイドレ㈱，大和重工㈱，㈱中部コーポレーション

友鉄工業㈱，二宮産業㈱，㈱ニ　ム　ラ，㈱長谷川鋳工所，福西鋳物㈱，北勢工業㈱
避雷針 大阪避雷針工業㈱，東京避雷針工業㈱，第一避雷針工業㈱，日本避雷針工業㈱，村田電機製作所㈱

エースライオン㈱
高圧交流遮断器 * ㈱新愛知電機製作所，㈱正興電機製作所，㈱東　　芝，日新電機㈱，㈱日立産機システム
（真空遮断器） ㈱日本ＡＥパワーシステムズ，富士電機機器制御㈱，富士電機システムズ㈱，三菱電機㈱

㈱明　電　舎　　（ * 印は電圧7.2KVにおいて遮断容量12.5KA以下に限る）
高圧限流ヒューズ ㈱東　　芝，㈱日立産機システム，富士電機機器制御㈱，三菱電機㈱
高圧負荷開閉器 *2 エナジーサポート㈱，大垣電機㈱，*1 ㈱新愛知電機製作所，*3 中立電機㈱
（高圧交流負荷開閉器） ㈱東　　芝，東芝産業機器製造㈱，*1,2 ㈱戸上電機製作所，*2 日本高圧電気㈱

*3 ㈱日立産機システム，富士電機機器制御㈱，富士電機システムズ㈱，三菱電機㈱
（ *1 印は高圧交流負荷開閉器，*2 印は引外し形，*3 印は限流ヒューズ付に限る）

変圧器（油入・モールド） 愛知電機㈱，四変テック㈱，㈱ダイヘン，㈱高岳製作所，㈱東　　芝
(JIS-C4304:2005,C4306:2005) 日新電機㈱，㈱日立産機システム，富士電機システムズ㈱，三菱電機㈱，㈱明　電　舎

(JEM-1482,1483) * 利昌工業㈱　　（ * 印はモールド変圧器に限る）
高圧進相コンデンサ ㈱指月電機製作所，* ㈱東　　芝，ニチコン㈱，* 日新電機㈱，松下電工㈱
（油入・ガス入） 三菱電機㈱　　（ * 印は油入コンデンサに限る）
交流無停電電源装置 サンケン電気㈱，㈱三社電機製作所，山洋電気㈱，*1 ㈱ジーエス・ユアサパワーサプライ
簡易形を除く形 新神戸電機㈱，デンセイ・ラムダ㈱，㈱東　　芝，*2 ニシム電子工業㈱
（定格出力 300KVA ㈱日立製作所，富士電機システムズ㈱，古河電池㈱，松下電工㈱，三菱電機㈱

以下) ㈱明　電　舎　( *1 印は 200KVA以下，*2 印は 100KVA以下に限る。)
交流無停電電源装置 サンケン電気㈱，㈱三社電機製作所，山洋電気㈱，㈱ジーエス・ユアサパワーサプライ
簡易形 新神戸電機㈱，デンセイ・ラムダ㈱，㈱東　　芝，㈱日立製作所，富士電機システムズ㈱

古河電池㈱，松下電工㈱，三菱電機㈱
監視カメラ装置 池上通信機㈱，Ｔ　Ｏ　Ａ㈱，日本ビクター㈱，㈱日立国際電気，松下電工㈱，三菱電機㈱
中央監視制御装置 ジョンソンコントロールズ㈱，㈱高岳製作所，㈱東　　芝，日新電機㈱，日本電気㈱

㈱日立製作所，富　士　通㈱，富士電機システムズ㈱，松下電工㈱，三菱電機㈱

㈱明　電　舎，㈱森井電業，㈱山 　　武
蓄電池（鉛蓄電池 新神戸電機㈱，㈱ジーエス・ユアサパワーサプライ，古河電池㈱，松下電工㈱
・アルカリ蓄電池）

徳島市北矢三町

○

○

吉 井 和 男

149681

2006181

E001
担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

電気工事仕様書
－

○

○

○

○ ○

○
○

○

12.鋼製電線管は溶融亜鉛メッキ被膜付とする。

○



吉 井 和 男
配置図

1/400

149681

2006181

担　当

設計番号 工事名称

図面名称

縮　尺

図面番号

一級建築士

NO.

課長 主幹 技術補佐 係員主査兼係長課長補佐 担当

吉 井 和 男
配置図

1/400

149681

2006181

E002

基礎本工事

アルミダイカスト

≒４７００

下面強化ガラス

街路灯HG

HG-1501R M F   1 5 0 W   x   1

HSA8A-150CM

鋼管
シーリング材充填

14

隣地境界線

B

H

KBM=TP+2.875

53A0

141

B-1

F-1

体育館
柱芯

体育館
柱芯

1
2
9
0
0

5
4
0
0
0

1
8
4
0
0

2
9
0
0
0

1
9
5
0
0

2 7 000 13000 77000 13950

配　置　図

109000

Ｎ

p1 p6

pE

H

pA

2
4
8
0
0

1
6
8
0
0

8
0
0
0

1 7 950 28400

徳・北矢三　外構工事
Ｈ２１営繕　徳島科学技術高等学校

（ニ）

（ハ）

5.5□  

5.5□ 

（ハ）

（ニ）

EM-CE5.5□-3Cx2(既設配管に入線)  
2RE 

E M - C E 5 . 5 □ - 3 C     ( F E P 3 0 )   

E M - C E 5 . 5 □ - 3 C x 2   ( F E P 3 0 )   

5. 5□  

5. 5□  

既設配管に接続 

1 L - 1

（ハ）

5.5□ 

5.5□ 

5. 5□ 

208

( H G - 1 5 0 1 R ) x 3

( H G - 1 5 0 1 R ) x 2

（註記）

１．特記なき配管配線サイズは下記とする．

２．地中埋設配管の埋設深さは G L - 6 0 0以上とする．


